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戦
争
や
災
害
、
差
別
や
抑
圧
に
苦
し
む
多
く
の
人
々
を
思
い
、
私
た

ち
は
祈
り
ま
す
。
し
か
し
、
変
わ
ら
な
い
現
実
を
目
の
当
た
り
に
す

る
と
、
祈
る
こ
と
の
虚
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

け
れ
ど
も
、
祈
り
は
決
し
て
無
力
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
祈
り
は
、
最

も
ふ
さ
わ
し
い
時
に
、
最
も
ふ
さ
わ
し
い
方
法
で
用
い
ら
れ
ま
す
。

祈
り
に
は
確
か
な
力
が
あ
る
の
で
す
。

私
た
ち
が
心
を
合
わ
せ
て
祈
る
な
ら
、
神
様
は
豊
か
に
用
い
て
く
だ

さ
い
ま
す
。
こ
の
希
望
を
胸
に
、
平
和
な
世
界
の
実
現
を
祈
り
続
け

た
い
と
願
い
ま
す
。
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山
本
与
志
春

や
ま
も
と 

よ
し
は
る

学
校
法
人
青
山
学
院
　
院
長

表紙の言葉
今回の表紙は現在の桜木町駅に最初に
できた横浜駅が舞台です。石造りの西
洋建築でできた海に近いこの駅で、か
つて聖書翻訳に邁進した人々がこんな
風に集い熱い意見を交わしあっていた
かもしれない。そんな一コマをイメー
ジして描きました。描いていて楽し
かったです。（絵・文＝佐藤百合子）

巻
　 

頭
　 

聖
　 

句 

ま
た
、
よ
く
言
っ
て
お
く
が
、

ど
ん
な
願
い
事
で
あ
れ
、
あ
な
た
が
た
の
う
ち
二
人
が

地
上
で
心
を
合
わ
せ
る
な
ら
、
天
に
お
ら
れ
る
私
の
父
は

そ
れ
を
か
な
え
て
く
だ
さ
る
。

（
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
18
章
19
節
　
聖
書
協
会
共
同
訳
）
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ア
ン
ゴ
ラ
は
１
９
７
５
年
ま
で
の
４
５
０
年
間
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
植
民
地
で
し

た
。
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
り
マ
ル
ク
ス
主
義
の
大
統
領
が
政
権
を
握
り
、
キ
リ
ス
ト
教

の
排
除
を
誓
い
ま
し
た
が
、
失
敗
に
終
わ
り
ま
し
た
。
１
９
９
０
年
か
ら
２
０
１
０

年
に
か
け
て
、
福
音
派
の
信
者
数
は
４
倍
に
増
え
、
現
在
で
は
８
０
０
万
人
を
超

え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、国
は
27
年
に
わ
た
る
内
戦
（
１
９
７
５
年
〜
２
０
０
２
年
）
を
経
験
し
、

地
雷
、
貧
困
、
識
字
率
の
低
さ
と
い
っ
た
問
題
に
直
面
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
状
況
の
中
で
、
ア
ン
ゴ
ラ
聖
書
協
会
は
、
精
力
的
に
聖
書
の
翻
訳
、
出
版
、

頒
布
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
視
覚
障
害
者
に
対
し
て
点
字
聖
書
、
大
判
印
刷

の
聖
書
、
オ
ー
デ
ィ
オ
聖
書
な
ど
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
40
か
ら
50
の
言

語
が
存
在
す
る
た
め
、
バ
ン
ガ
ラ
語
、
ク
ン
ビ
語
、
キ
コ
ン
ゴ
語
、
ソ
ン
ゴ
語
な
ど

の
翻
訳
を
進
め
て
い
ま
す
。

世
界
の
聖
書
協
会
か
ら

ニャネカ語の新約聖書を初めて手にする
ウイラ州ムバンビ村の女性

首都ルアンダ、ホジェヤヘンダ地区にあるイグレジャ・
プレズビテリアナ・ヴィトリアの日曜学校の子どもたち
©Francois Sieberhagen

アンゴラ
人口： 3668万 （2023年）
面積： 1,247,000 km²
首都： ルアンダ
公用語： ポルトガル語
宗教：カトリック（41％）、
プロテスタント（41％）、
無宗教（12％）他アニミ
ズム、イスラム、ユダヤ
通貨： クワンザ

アンゴラ聖書協会
1885 年に活動を開始
1967 年に設立
2020 年 3 月に聖書協会世界連盟の正会員資格を取得

ア
ン
ゴ
ラ
聖
書
協
会

1



23 Chronological table of the 150 years of Bible Work in Japan

50年代 リアカーで各
地を回るコルポーター

（聖書普及員）

60年代 バイブルバ
ンで全国に聖書を届
けていた

写真❶ �横浜の聖書館（左手前）写真❸ �西の拠点 神戸の聖書館

写真❷ �文語訳点字聖書「ヨハネ伝」

写真❻
 �聖書図書館

（2017年に閉館）

写真❺ �大阪万博キリスト教館で聖書を頒布

写真❹ �銀座の聖書館

写真❼ �奉献式

写真❽ �聖書CD

1
8
7
5
日
本
に
お
け
る
聖
書
普
及
事
業
が
、
横
浜
で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
聖
書
協
会
に
よ
り
始
ま
る

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
聖
書
協
会
代
表
ロ
バ
ー
ト
・
リ
リ
ー
が
横
浜
に
着
任

北
英
国
聖
書
会
社
を
設
置

1
8
7
6
英
国
聖
書
協
会
が
大
英
国
聖
書
会
社
、
米
国
聖
書
協
会
が
米
国
聖
書
会
社
を
設
置

東
京
翻
訳
委
員
会
が
発
足
し
、
旧
約
聖
書
の
翻
訳
が
始
ま
る

1
8
7
7
三
聖
書
会
社
が
共
同
で
横
浜
倉
庫
開
設

大
英
国
聖
書
会
社
が
銀
座
ヤ
マ
ト
ヤ
に
聖
書
売
捌
所
設
置

1
8
7
8
米
国
聖
書
会
社
が
神
戸
に
分
社
設
置

1
8
8
0
翻
訳
委
員
社
中
訳
『
新
約
全
書
』
完
成

1
8
8
1
翻
訳
委
員
社
中
訳
『
新
約
全
書
』
英
和
対
照
版
完
成

1
8
8
7
東
京
翻
訳
委
員
会
訳
『
旧
約
全
書
』
完
成

邦
訳
に
よ
る
初
の
『
旧
新
約
全
書
』（
元
訳
）
が
揃
う

1
8
8
8
東
京
築
地
の
新
栄
教
会
で
日
本
語
聖
書
完
成
祝
賀
会
開
催

1
8
9
0
北
英
国
・
大
英
国
・
米
国
聖
書
会
社
、
共
同
経
営
を
開
始

1
8
9
4
日
本
初
の
点
字
聖
書
『
ヨ
ハ
ネ
伝
』
刊
行

1
9
0
4
国
内
の
活
動
を
東
西
に
二
分

東
は
米
国
聖
書
協
会
が
、
西
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
英
国
の
聖
書
協
会
が
担
当

西
の
事
務
所
を
神
戸
に
置
く

1
9
1
7
大
正
改
訳
『
新
約
聖
書
』
が
完
成

1
9
1
9
米
国
聖
書
会
社
、
銀
座
に
移
転

1
9
3
3
東
京
・
銀
座
に
「
聖
書
館
ビ
ル
」
が
竣
成

12
月 

開
館
式
を
開
催

1
9
3
7
米
・
英
の
支
社
か
ら
「
日
本
聖
書
協
会
」
と
な
る

1
9
4
5
年
間
の
聖
書
頒
布
数
が
23
冊
ま
で
減
少

1
9
4
6
米
国
か
ら
日
本
語
の
『
旧
新
約
聖
書
』
と
『
新
約
聖
書
』
計
1
7
2
万
冊
、
分
冊
福
音
書

67
万
冊
が
届
け
ら
れ
戦
争
で
荒
廃
し
た
国
内
に
頒
布
さ
れ
る

聖
書
協
会
世
界
連
盟
が
創
設
さ
れ
る

1
9
4
7
聖
書
協
会
世
界
連
盟
第
1
回
総
会
が
オ
ラ
ン
ダ
で
開
催
さ
れ
る

13
の
創
設
メ
ン
バ
ー
の
ひ
と
つ
と
し
て
日
本
も
参
加

1
9
4
9
日
本
聖
書
協
会
が
財
団
法
人
の
認
可
を
得
る

1
9
5
4
口
語
訳
新
約
聖
書
完
成

1
9
5
5
旧
新
約
『
口
語
聖
書
』
完
成

4
月 

銀
座
教
会
で
完
成
感
謝
式
典
を
開
催

1
9
5
6
口
語
訳
の
点
字
聖
書
全
巻
完
成

1
9
6
1
第
１
回
聖
書
和
訳
頌
徳
碑
記
念
式
典
開
催

最
初
の
海
外
支
援　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
1
万
冊
、
翌
年
に
10
万
冊
を
贈
呈

1
9
6
4
聖
書
頒
布
数
が
年
間
4
0
0
万
部
を
超
え
る

韓
国
聖
書
協
会
に
バ
イ
ブ
ル
ペ
ー
パ
ー
を
贈
呈

1
9
6
5
米
国
及
び
英
国
聖
書
協
会
か
ら
の
財
政
自
立
方
針
決
定

日
本
放
送
（
J
O
L
F
）
ラ
ジ
オ
番
組
「
メ
イ
コ
と
カ
ン
ナ
の
日
曜
日
」
の
ス
ポ
ン
サ
ー

を
開
始

1
9
6
8
「
受
け
る
聖
書
協
会
か
ら
さ
さ
げ
る
聖
書
協
会
」
へ
の
転
換

銀
座
の
聖
書
館
ビ
ル
改
修
工
事

1
9
7
0
カ
ト
リ
ッ
ク
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
両
教
派
に
よ
る
共
同
訳
聖
書
実
行
委
員
会
が
発
足

大
阪
万
博
で
聖
書
を
頒
布

1
9
7
2
共
同
訳
の
翻
訳
作
業
を
開
始

1
9
7
7
聖
書
頒
布
数
が
年
間
1
0
0
0
万
冊
突
破

1
9
7
8
『
新
約
聖
書 

共
同
訳
』
完
成

翻
訳
方
針
を
見
直
す

1
9
8
0
聖
書
図
書
館
開
館

1
9
8
7
『
聖
書 

新
共
同
訳
』
完
成　
66
巻
及
び
旧
約
聖
書
続
編
付
き
同
時
発
刊

9
月 

東
京
日
比
谷
・
東
京
会
館
で
奉
献
式
を
開
催

1
9
8
8
中
国
・
愛
徳
印
刷
所
建
設
の
た
め
に
募
金
１
億
円
（
当
時
レ
ー
ト
）
を
送
金

『
聖
書 

新
共
同
訳
』
点
字
聖
書
全
巻
完
成

ブ
ラ
ジ
ル
日
系
移
民
80
周
年
記
念 『
日
ポ
対
照
新
約
聖
書
』
1
万
5
千
冊
贈
呈

1
9
9
1
『
聖
書 

新
共
同
訳
』
新
約
聖
書
を
カ
セ
ッ
ト
と
C
D
で
頒
布

日本聖書協会の150年の　あゆみは、信仰と挑戦の歴史です特集

写
真
❶

写
真
❷

写
真
❸

写
真
❹

写
真
❺

写
真
❼

写
真
❽

写
真
❻
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2
0
0
0

聖
書
普
及
活
動
1
2
5
年
記
念
式
典
開
催

キ
リ
ス
ト
降
誕
2
0
0
0
年
東
京
大
聖
書
展
を
多
教
派
・
多
団
体
共
同
で
開
催

2
0
0
1

公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン
購
入
や
献
金
が
可
能
に

2
0
0
2

日
韓
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
記
念 『
韓
日
対
照
旧
新
約
聖
書
』『
よ
ろ
こ
び
の
お
と
ず
れ
』

（
10
言
語
ル
カ
書
）
発
刊

2
0
0
3
「
手
話
訳
聖
書
」
製
作
支
援
開
始

聖
書
館
ビ
ル
に
マ
ル
チ
カ
ラ
ー
L
E
D
看
板
設
置

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
セ
ン
タ
ー
神
戸
バ
イ
ブ
ル
・
ハ
ウ
ス
開
館

2
0
0
4

手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
音
声
聖
書
「
バ
イ
ブ
ル
ト
ー
ク
」
発
行

2
0
0
5
「
国
際
聖
書
製
作
計
画
（
G
S
P
）」
海
外
送
品
冊
数
が
1
0
0
万
冊
を
突
破

次
の
聖
書
翻
訳
に
向
け
て
翻
訳
部
新
設

2
0
0
6

国
際
聖
書
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
0
6
開
催

2
0
0
7

東
京
国
際
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
に
初
出
展

2
0
0
8
『
聖
書 

新
共
同
訳
』
頒
布
数
が
1
0
0
0
万
冊
を
突
破

3
6
5
の
海
外
日
系
人
教
会
に
聖
書
を
贈
呈

第
１
回
共
同
訳
事
業
推
進
計
画
諮
問
会
議
開
催

2
0
0
9

日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
1
5
0
周
年
記
念
大
会
を
多
教
派
と
共
催

1
2
0
の
児
童
養
護
施
設
に
聖
書
絵
本
や
マ
ン
ガ
を
贈
呈

新
翻
訳
事
業
開
始
を
理
事
・
評
議
員
会
で
決
議

2
0
1
0

聖
書
協
会
世
界
連
盟 

世
界
理
事
会
を
東
京
・
台
場
で
開
催

2
0
1
1

直
営
書
店
「
バ
イ
ブ
ル
ハ
ウ
ス
南
青
山
」
を
開
店

東
日
本
大
震
災 

5
回
の
被
災
地
聖
書
支
援
で
12
万
冊
以
上
を
寄
贈

2
0
1
2

公
益
法
人
法
改
正
に
よ
り
一
般
財
団
法
人
に
移
行

2
0
1
4
「
第
1
回
聖
書
ク
イ
ズ
王
決
定
戦
」
開
催

2
0
1
5

直
営
書
店
が
南
青
山
、
熊
本
、
大
阪
・
堺
、
北
九
州
、
京
都
、
聖
公
書
店
の
６
店
舗
に

2
0
1
6
「
第
１
回
聖
書
動
画
コ
ン
テ
ス
ト
」
開
催

震
災
復
興
支
援
と
し
て
福
島
の
青
年
へ
米
・
テ
イ
ラ
ー
大
学
留
学
の
支
援
開
始

2
0
1
8

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
2
度
目
の
共
同
訳
、『
聖
書 

聖
書
協
会
共
同

訳
』
が
完
成

キ
リ
ス
ト
教
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
「
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
プ
レ
ス
」
開
設

2
0
1
9
『
聖
書 

聖
書
協
会
共
同
訳
』
発
行
記
念 

奉
献
式
・
講
演
会
（
銀
座
教
会
）、

感
謝
会
（
銀
座
東
武
ホ
テ
ル
）
を
開
催

（
一
財
）
キ
リ
ス
ト
教
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー
と
合
併
し
、
西
早
稲
田
に
も
拠
点
が
で
き
る

『
聖
書 

聖
書
協
会
共
同
訳 

引
照
・
注
付
き
』
が
造
本
装
幀
コ
ン
ク
ー
ル
で
日
本
書
籍
出

版
協
会
理
事
長
賞
を
受
賞

2
0
2
0

W
E
B
ア
プ
リ
『
ウ
ェ
ブ
バ
イ
ブ
ル
』
提
供
開
始

『
聖
書 

聖
書
協
会
共
同
訳
』
点
字
聖
書
完
成

コ
ロ
ナ
禍
で
S
N
S
、
Y
o
u
T
u
b
e
配
信
を
強
化

2
0
2
1

公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

聖
書
協
会
共
同
訳
諮
問
委
員
会
発
足

2
0
2
2

初
め
て
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
を
受
け
入
れ
る

2
0
2
3
『
聖
書 

聖
書
協
会
共
同
訳
』
講
壇
用
聖
書
発
刊

『
聖
書 

聖
書
協
会
共
同
訳
』
点
字
聖
書
奉
献
式
開
催

「
第
1
回
聖
書
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
」
開
催

『
聖
書 

聖
書
協
会
共
同
訳
』
朗
読
版
完
成
、『
ウ
ェ
ブ
バ
イ
ブ
ル
』
で
提
供

2
0
2
5

日
本
聖
書
協
会　
聖
書
普
及
事
業
1
5
0
年

1
9
9
2
機
関
誌
『
S
O
W
E
R
』
第
１
号
創
刊

1
9
9
3
狭
山
に
配
送
セ
ン
タ
ー
を
開
所

1
9
9
7
日
本
で
製
作
し
た
聖
書
を
海
外
に
贈
る
「
国
際
聖
書
製
作
計
画
（
G
S
P
）」
開
始

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
開
設

写真⓫ �
バイブルトーク

写真❿ �神戸バイブル・ハウス開館
写真⓯『聖書 聖書協会共同訳』発行記念感謝会

写真⓱『聖書 聖書協会共同訳』点字聖書奉献式

写真⓰
『ウェブバイブル』

写真⓮「クリスチャンプレス」トップページ
写真❾ �LED看板

 2004年 携帯電話
 i ばいぶるを開設

写
真
❾

写
真
❿

写
真
⓫

写
真
⓬

写
真
⓭

写
真
⓯

写
真
⓱

写
真
⓮

写
真
⓰

写真⓬ �『聖書 新共同訳』頒布1千万冊突破

写真⓭ �東日本大震災支援

150
YEARS
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アゼルバイジャン

イギリス

スペイン

タンザニア

トーゴ

リトアニア

アメリカ

アルゼンチン

アルバニア
アルメニア

イスラエル

イタリア

インド

インドネシア

ウクライナ

エクアドル

ペルー

エジプト

エストニア

エチオピア

オーストラリア

ガーナ

カザフスタン

カメルーン

ガルフ（ペルシャ湾岸）

韓国

カンボジア

キプロス

キューバ

キルギスタン

グァテマラ

クロアチア

ケニアコートジボワール

コスタリカ

コロンビア

コンゴ共和国

コンゴ民主共和国

ザンビア

シエラレオネ
シンガポール

スリナム

スリランカ

スロバキア

スロベニア

エスワティニ

セルビア

タイ

台湾

チェコ

チャド

中華人民共和国

チリ

トルコ

ナミビア

ニュージーランド

ネパール

ハイチ

パキスタン

パナマ

パプアニューギニア

パラグアイ

ハンガリー

バングラデシュ

東ティモール

フィジー

フィリピン

ブラジル

ブルガリア

ブルキナファソ

ベトナム
ベナン

ベネズエラ

ベラルーシポーランド

ボツワナ

ボリビア

ポルトガル

香港

ホンジュラス

マケドニア

マダガスカル

マルタ

マレーシア マレーシア・ブルネイ

ミャンマー
メキシコ

モザンビーク

モンゴル

ラオス

リベリア

ルーマニア

ルワンダ

レバノン

ロシア

南太平洋諸国

ブルンジ

中央アフリカ共和国

セネガル

ギニア

モーリシャス

ニジェール

ガボン

マリ

ジンバブエ

シリア
バミューダ

Supporting the Bible Work around the world

1961：インドネシア
1961 年に１万冊、1962 年に５万
冊、1963 年に５万冊インドネシア
語聖書を贈りました

1964：韓国
バイブルペーパーと呼ばれる聖書印
刷用の紙を日本で抄造して送ってい
ました

1969：台湾
自給第１年の年に台湾聖書協会に聖
書普及のための献金 500 ドルを送
りました

1988：ブラジル
ブラジル移民80周年を機に日本語・
ポルトガル語対照新約聖書を１万冊
贈呈しました

1988：中国
中国に初の聖書印刷所を建てるため
に募金キャンペーンをし、１億円送
金しました

1994：旧ソ連東欧諸国
ソ連崩壊と東欧変革に際し聖書が求
められ、頒布のため 9,082 万円の
募金を送りました

1999：フィリピン
2007 年までの９年間で 15 万冊の
タガログ語と英語の聖書を製作し送
りました

2001：コロンビア
2008年までに31万8,000冊のスペイ
ン語聖書の束を日本で製作し送りまし
た。製本はコロンビアで行われました

2003：エジプト
2008 年 ま で の 6 年 間 で 39 万
2,000 冊のアラビア語聖書を日本で
製作し送りました2009：コンゴ民主共和国

舗装されていない奥地での聖書頒布
のため、トヨタのバイブルバンを贈
呈しました 2010：チリ

音声聖書バイブルトークを地震災害
支援として贈呈しました

2013：リトアニア
リトアニアの子どもたちに絵本聖書
を贈呈しました

2017：モンゴル
モンゴル人による初の原典からの聖
書翻訳を経済的に支援しました

2018：キューバ
開国し始めたキューバの 100 万冊
聖書プロジェクトに参加し 300 万
円を献金しました

2019：ボリビア
アイマラ族の子どもたちへの聖書教
育プログラム支援のために 100 万
円献金しました

2022：ウクライナ
戦争で苦しむウクライナの人々に聖
書を届けるため、翌年も合わせ 720
万円献金しました（継続中）

これまでに支援してきた国々

　1875年にスコットランド聖書協会が事業を開始してから90年以上に
わたり、日本聖書協会は主に米国と英国聖書協会からの資金提供で運営
を続けていました。高度経済成長期に入り、日本が戦後の荒廃から回復
し豊かになり始めたことを機に、これまで受けてきた援助を、より支援を
必要とする諸外国の聖書協会にまわせるよう、1969年度から「自立の聖
書協会」として新たな一歩を踏み出しました。
　「受ける聖書協会から献げる聖書協会へ」をモットーに新たに事業計画
を練り、収支予算を組み、体質改善に取り組みました。1968年10月発
行の「日本聖書協会報『聖書』」には、その時に掲げた目標が記されてい
ます。１）予算中に海外の聖書協会への献金を組み入れること、２）自立
とともに伝道の為の奉仕面も忘れないように遂行していくこと、３）教会

との連携を更に密接にし、教会の伝道に奉仕するとともに、教会からの支
持を強く期待すること、４）海外援助金に代わり、ひろく募金に頼り、少
なくとも年間1,000万円の献金を目標として募ること。そして、「無くて
はならぬもの」として、「聖書のもつ神の力を信じ、それを一人でも多く
の人に読んでもらうために、使命を覚えて結束し、どんな障害も乗り越え
て行こう」という決意も明記されています。
　先駆けとなったのが1961年のインドネシアへの支援です。日本国内で
募金を集め、1万冊のインドネシア語聖書を現地に送りました。これを皮
切りに、現在までに100か国以上の聖書翻訳・出版・頒布を経済的に支
援しました。皆様の献金とお祈りに支えられ、世界中の多くの人々に聖書
を届けることができています。今後もこの使命を果たし続けていきます。

みことばを世界へ
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師
ス
タ
ウ
ト
が
居
留
地
に
初
め
て
日
本
語
礼
拝
の
た
め

の
チ
ャ
ペ
ル
を
建
て
た
こ
と
な
ど
が
記
録
さ
れ
て
い
ま

す
。
リ
リ
ー
は
長
崎
に
一
週
間
ほ
ど
滞
在
し
ま
し
た
が
、

こ
の
地
は
聖
書
協
会
設
立
に
は
適
さ
な
い
と
判
断
し
ま

し
た
。
❶

京
都
で
の
聖
書
頒
布
と

コ
ル
ポ
ー
タ
ー
探
し
の
苦
労

　

リ
リ
ー
は
、
聖
書
が
ど
れ
ほ
ど
日
本
人
に
受
け
入
れ

ら
れ
る
か
を
知
る
た
め
、
自
ら
聖
書
や
冊
子
の
頒
布
を

試
み
ま
し
た
。
京
都
で
万
博
が
開
催
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
知
る
と
、
神
戸
で
通
行
証
を
申
請
し
、
中
国
語
と
日

本
語
の
聖
書
、
キ
リ
ス
ト
教
関
連
の
書
籍
を
入
手
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
英
語
を
話
せ
な
い
日
本
人
の
若
者
を

通
訳
と
し
て
同
行
さ
せ
（
意
思
疎
通
は
中
国
語
で
筆
談
）、

万
博
で
に
ぎ
わ
う
京
都
の
街
で
聖
書
を
頒
布
し
ま
し
た
。

八
日
間
ほ
ど
の
滞
在
中
に
頒
布
で
き
た
聖
書
は
ご
く
僅

か
で
し
た
。
❷

　

こ
の
経
験
を
通
し
、
広
域
に
頒
布
を
す
る
に
は
日
本

人
の
「
コ
ル
ポ
ー
タ
ー
（
聖
書
普
及
員
）」
を
雇
う
必
要
性

を
痛
感
し
、
宣
教
師
ら
に
人
材
紹
介
の
協
力
を
依
頼
し

ま
し
た
が
、
神
戸
と
大
阪
で
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
と

記
し
て
い
ま
す
。
バ
ラ
宣
教
師
の
も
と
で
学
ぶ
学
生
に

話
を
持
ち
掛
け
ま
し
た
が
、
キ
リ
ス
ト
教
に
関
係
し
て

報
酬
を
受
け
る
こ
と
を
人
に
知
ら
れ
た
く
な
い
と
い
う

理
由
で
拒
ま
れ
ま
し
た
。
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
ソ
ン
宣
教
師

に
紹
介
さ
れ
た
若
者
を
月
給
六
ド
ル
で
雇
い
ま
し
た
が
、

四
、五
日
間
努
力
し
た
も
の
の
、
一
冊
も
売
れ
ず
辞
め
て

し
ま
い
ま
し
た
。
❸

カ
ロ
ザ
ー
ス
の
「
宗
教
書
籍
販
売
所
」

　

リ
リ
ー
は
当
時
、
国
内
に
少
な
く
と
も
五
つ
の
書
店

が
あ
っ
た
と
記
し
て
い
ま
す
。
長
崎
、
神
戸
、
大
阪
、

横
浜
、
東
京
の
五
都
市
で
、
そ
れ
ら
は
主
に
各
国
の
宣

教
団
体
が
運
営
し
て
い
ま
し
た
。
聖
書
協
会
を
設
立
す

る
際
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
の
一
環
と
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
書
店
の
収
支
や
店
員
の
給
与
に
つ
い
て
も
細
か
く

報
告
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
「
最
も
大
規
模
で
効
率
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
」

と
リ
リ
ー
が
評
価
し
た
の
が
、
東
京
の
築
地
居
留
地
六

番
地
に
あ
っ
た
「
宗
教
書
籍
販
売
所
（Religious Book 

D
epository

）」
で
し
た
。
こ
こ
は
ア
メ
リ
カ
長
老
派
教
会

の
宣
教
師
カ
ロ
ザ
ー
ス
が
運
営
し
、
日
本
語
や
中
国
語

の
聖
書
や
キ
リ
ス
ト
教
書
を
販
売
す
る
拠
点
で
し
た
。

こ
の
販
売
所
で
は
、
日
本
人
経
営
の
書
店
に
販
売
委
託

を
行
う
な
ど
、
一
般
の
日
本
人
に
も
手
に
取
り
や
す
い

形
で
流
通
さ
せ
る
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
実
際

に
一
八
七
四
年
の
年
間
販
売
数
は
、
聖
書
や
宗
教
書
を

合
わ
せ
て
一
四
、三
九
四
冊
に
の
ぼ
り
、
他
の
書
店
の
販

売
数
を
大
幅
に
上
回
っ
て
い
ま
し
た
。
❹
　
多
く
の
宣

教
師
が
利
益
を
得
ら
れ
ず
、
あ
る
い
は
援
助
に
頼
っ
て

頒
布
し
て
い
る
中
で
、
カ
ロ
ザ
ー
ス
は
経
費
を
ま
か
な

い
な
が
ら
、
損
失
を
出
さ
ず
に
頒
布
を
行
っ
て
い
た
こ

と
を
伝
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
聖
書
協

会
が
日
本
で
の
聖
書
普
及
事
業
に
参
画
す
る
際
の
大
き

な
参
考
と
な
り
ま
し
た
。

聖
書
協
会
設
立
の
懇
願

　

報
告
書
の
末
尾
で
、
リ
リ
ー
は
次
の
よ
う
に
記
し
て

い
ま
す
。

　
「
こ
れ
（
聖
書
普
及
）
に
は
特
別
な
人
材
が
必
要
で
あ

り
、
宣
教
師
た
ち
は
こ
の
仕
事
に
割
く
時
間
が
あ
り
ま

せ
ん
。
聖
書
は
あ
ま
り
に
も
分
厚
く
、
価
格
も
高
す
ぎ

ま
す
。
も
っ
と
小
型
化
し
、
安
価
に
す
る
べ
き
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
優
れ
た
宣
教
用
の
印
刷
所
が
必
要
で

す
が
、
日
本
に
は
ま
だ
存
在
し
ま
せ
ん
。

　

私
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン
博
士
が
自
身
の
書
簡
の
中

で
提
案
し
た
、
日
本
の
た
め
の
共
同
代
理
人
の
任
命
に

つ
い
て
検
討
し
、
可
能
で
あ
れ
ば
実
行
に
移
す
こ
と
を

勧
め
ま
す
。
印
刷
所
の
運
営
や
聖
書
協
会
の
業
務
、
そ

れ
ら
に
協
力
す
る
他
の
団
体
を
統
括
す
る
こ
と
も
で
き

る
で
し
ょ
う
。」

　
「
日
本
人
は
…
聖
書
や
キ
リ
ス
ト
教
書
籍
を
手
頃
な
価

格
で
購
入
で
き
る
機
会
が
あ
れ
ば
、
進
ん
で
購
入
す
る

で
し
ょ
う
。
…
日
本
に
は
、
こ
の
宣
教
活
動
の
分
野
で

何
ら
か
の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
を
担
う
人

物
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。」

　

ロ
バ
ー
ト
・
リ
リ
ー
の
報
告
書
は
、
当
時
の
日
本
に

お
け
る
聖
書
普
及
事
業
の
厳
し
い
現
実
と
、
そ
れ
で
も

広
が
り
つ
つ
あ
っ
た
希
望
の
光
を
伝
え
て
い
ま
す
。
彼

の
記
録
は
、
当
時
の
日
本
の
宗
教
的
な
状
況
を
知
る
貴

重
な
資
料
で
あ
る
と
同
時
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
聖
書

協
会
が
日
本
支
部
設
置
に
向
け
て
行
動
す
る
道
筋
を
立

て
る
一
助
と
な
り
ま
し
た
。�

（
Ｅ
Ｂ
）

　

鎖
国
が
解
か
れ
開
港
し
た
五
つ
の
港
の
一
つ
、
横
浜
で
、

最
初
に
聖
書
普
及
の
た
め
の
支
部
を
設
置
し
た
の
は
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
聖
書
協
会
で
し
た
。
一
八
七
五
年
の
こ
と

で
す
。
後
に
代
表
と
な
る
ロ
バ
ー
ト
・
リ
リ
ー
は
、
設
置

前
に
日
本
を
訪
れ
、
二
カ
月
以
上
か
け
て
主
要
都
市
を
巡

り
、
現
地
の
宣
教
師
た
ち
と
交
流
し
な
が
ら
、
日
本
で
の

聖
書
普
及
の
実
態
を
詳
細
に
記
録
し
た
報
告
書
を
当
時

の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
聖
書
協
会
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
ス
ロ
ー

ワ
ン
に
宛
て
て
書
き
ま
し
た
。
リ
リ
ー
は
、
一
八
七
五
年

五
月
一
日
に
中
国
か
ら
長
崎
に
来
日
。
そ
の
後
、
神
戸
、

大
阪
、
京
都
を
経
由
し
、
六
月
初
旬
に
横
浜
に
到
着
し
、

聖
書
普
及
の
地
盤
作
り
に
尽
力
し
ま
し
た
。

　

リ
リ
ー
に
先
立
ち
、
一
八
六
一
年
頃
に
は
す
で
に
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
聖
書
協
会
で
日
本
支
部
設
置
が
検
討
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
禁
教
令
が
解
か
れ
て
お
ら
ず
、

外
国
人
の
行
動
制
限
も
厳
し
か
っ
た
た
め
、
時
期
尚
早

と
判
断
さ
れ
ま
し
た
。
一
八
七
二
年
、
ア
レ
キ
サ
ン

ダ
ー
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン
が
来
日
し
、
日
本
で
の
聖
書
普

及
事
業
の
必
要
性
を
自
国
で
訴
え
ま
し
た
。
彼
が
書
い

たBrief Sketches of the State of Japan in 1872 
and 1874, Chiefly in Reference to Education 
and Christianity

（『
一
八
七
二
年
と
一
八
七
四
年
の
日
本
概

観
―
特
に
教
育
と
キ
リ
ス
ト
教
関
係
』）
は
、
日
本
の
た
め
に

二
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
も
の
献
金
を
集
め
る
き
っ
か
け
と
な

り
ま
し
た
。

　

一
八
七
五
年
、
日
本
で
の
聖
書
普
及
事
業
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
苦
労
と
祈
り
の
も
と
始
ま
り
ま
し
た
。
本
特
集

で
は
、
ロ
バ
ー
ト
・
リ
リ
ー
の
書
簡
を
紐
解
き
、
明
治

初
期
の
日
本
に
お
け
る
聖
書
の
広
ま
り
と
、
そ
れ
を
阻

ん
だ
障
壁
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

長
崎
に
つ
い
て
の
見
聞

　

リ
リ
ー
は
、
日
本
各
地
で
伝
道
活
動
を
行
う
宣
教
師

た
ち
と
会
い
、
彼
ら
の
苦
労
や
成
果
を
目
の
当
た
り
に

し
ま
し
た
。
特
に
長
崎
に
つ
い
て
は
詳
細
に
記
録
し
て

い
ま
す
。
当
時
、
長
崎
に
は
す
で
に
い
く
つ
か
の
キ
リ
ス

ト
教
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
存
在
し
、
地
元
の
人
々
に
聖
書
を
広

め
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
キ
リ
ス
ト
教
に

対
す
る
偏
見
が
強
く
、
宣
教
師
た
ち
は
思
う
よ
う
に
活

動
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
教
会
の
建
設
も
困
難
で
あ
り
、

少
し
ず
つ
信
者
を
増
や
す
の
が
精
一
杯
の
状
況
で
し
た
。

　

そ
れ
で
も
、
一
八
五
九
年
に
来
日
し
た
宣
教
師
フ
ル

ベ
ッ
キ
が
江
戸
に
行
く
ま
で
の
十
年
間
で
四
人
の
役
人

と
日
本
人
数
人
に
洗
礼
を
授
け
た
こ
と
、
後
任
の
宣
教

一
八
七
五
年
の
ロ
バ
ー
ト
・
リ
リ
ー
の
報
告
書
か
ら

聖
書
普
及
事
業一
五
〇
年

日
本
聖
書
協
会
設
立
へ
の
挑
戦

特
集

❶長崎は適していないと記している

❹カロザースの「宗教書籍販売所」の頒布数（1874年）

❷京都で頒布した聖書の数

❸デイヴィッドソンから紹介された若者について

1870年〜1875年の和訳聖書の出版数

ロバート・リリーの報告書の抜粋



 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1011 Human and the Bible ”Okuno Masatsuna“ / Suzuki Norihisa

の
一
隻
に
乗
船
、
函
館
に
向
か
っ
て
出
港
し
た
が
、

奥
野
ら
の
乗
っ
た
船
は
烈
し
い
波
風
に
流
さ
れ
て

下
田
に
漂
着
。

　

時
は
流
れ
て
一
八
七
一
（
明
治
四
）
年
、
小
川

廉
之
助
〈
義
綏
〉
よ
り
、
医
師
に
し
て
宣
教
師

の
ア
メ
リ
カ
人
ヘ
ボ
ン
が
日
本
語
の
教
師
を
求
め

て
い
る
と
の
話
に
応
じ
る
。
同
年
暮
、
ヘ
ボ
ン
の

上
海
滞
在
中
は
ブ
ラ
ウ
ン
の
助
手
と
な
り
、
こ
の

間
、
中
国
語
訳
聖
書
に
親
し
む
。
そ
の
結
果
、
つ

い
に
翌
年
一
二
月
、
日
本
基
督
公
会
に
お
い
て
バ

ラ
（Ballagh, J.C.

）
か
ら
受
洗
。
こ
の
時
、
す
で

に
五
〇
歳
だ
っ
た
。

聖
書
の
翻
訳
事
業

　

キ
リ
ス
ト
教
信
徒
と
な
っ
た
奥
野
が
最
初
に
お

こ
な
っ
た
仕
事
は
、
中
国
語
訳
の
新
約
聖
書
に
訓

点
を
付
し
て
刊
行
し
た
こ
と
で
あ
る
。
中
国
に
お

　

日
本
で
最
初
に
刊
行
さ
れ
た
う
え
、
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
た
聖
書
を
挙
げ
よ
と
問
わ
れ
る
な
ら

ば
、
そ
れ
は
一
八
八
〇
（
明
治
一
三
）
年
刊
『
新
約

全
書
』
で
あ
る
、
と
答
え
て
も
異
論
の
あ
る
人
は

少
な
い
。

　

同
書
は
名
高
い
ヘ
ボ
ン
（H

epburn, J.C.

）
お

よ
び
ブ
ラ
ウ
ン
（Brow

n, S.R.

）
ら
に
よ
っ
て
日

本
語
に
訳
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
日
本
文

へ
の
最
大
の
貢
献
者
と
し
て
、
だ
れ
も
が
挙
げ
る

人
物
が
奥
野
昌
綱
で
あ
る
。

奥
野
昌
綱
の
前
半
生

　

奥
野
は
、
一
八
二
三
（
文
政
六
）
年
、
幕
臣
の
子

と
し
て
江
戸
の
竹
内
家
に
生
ま
れ
た
。
一
八
四
七

（
弘
化
四
）
年
、
奥
野
家
の
養
子
と
な
り
、
少
年
時

代
に
は
神
田
の
聖
堂
な
ど
に
通
っ
た
。
幕
末
を
迎

え
、
官
軍
に
追
わ
れ
た
榎
本
武
揚
の
率
い
る
軍
艦

豊
か
な
日
本
語
力
に
よ
り
聖
書
翻
訳
に
貢
献
し
た

奥
野
昌
綱
と
聖
書

鈴
木
範
久  

す
ず
き  

の
り
ひ
さ  

立
教
大
学
名
誉
教
授

人物と聖書

「
神
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
て
、
今
日
も
残
さ
れ

て
い
る
最
初
期
の
「
三
要
文
」
は
、
奥
野
に
よ
り

浄
書
さ
れ
木
版
に
刻
ま
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

最
初
の
聖
書
翻
訳
へ
の
貢
献

　

日
本
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
よ
る
最
初
の
ま
と

ま
っ
た
聖
書
の
刊
行
は
、
ヘ
ボ
ン
お
よ
び
ブ
ラ
ウ

ン
に
よ
る
『
新
約
聖
書
馬
可
伝
』（
一
八
七
二
）、

『
新
約
聖
書
約
翰
伝
』（
同
）、『
新
約
聖
書
馬
太
伝
』

（
一
八
七
三
）
と
相
次
ぐ
が
、
い
ず
れ
も
奥
野
の
協

力
な
し
に
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
翻
訳

委
員
社
中
に
よ
る
一
八
八
〇
（
明
治
一
三
）
年
の
一

冊
本
聖
書
ま
で
つ
づ
く
。

　

試
み
に
同
書
の
「
路
可
伝
福
音
書
」
を
ひ
も
と

く
な
ら
ば
、
た
だ
ち
に
次
の
よ
う
な
言
葉
に
出
会

う
で
あ
ろ
う
。

　

宣の
べ
つ
た
へ伝、
漁
す
な
ど
り
び
と
師
、
衆ひ
と
び
と人
、　

昧よ
あ
け
ま
へ爽、
附も
よ
り近
、
税み
つ
ぎ
と
り吏、

義た
だ
し
き
ひ
と
人
。
新は
な
む
こ郎
、
神か
み
の
い
へ殿、
頑か
た
く
な硬
、
勇つ
よ
き
も
の士、
迫く
る
し
み害
、

桎あ
し
か
せ梏
、
彼あ
な
た岸
な
ど
。

　

す
な
わ
ち
、
漢
字
に
音
で
な
く
訓
に
よ
る
ル
ビ

を
ふ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
理
解
を
助
け
て
い
る
の

で
あ
る
。

　

ま
た
、
き
わ
め
て
わ
ず
か
な
例
し
か
紹
介
で
き

な
い
が
、
多
く
の
こ
と
わ
ざ
同
然
の
表
現
が
す
で

に
本
聖
書
に
は
登
場
し
て
い
る
。

　
　

�

人
は
パ
ン
の
み
に
て
生い
く

る
も
の
に
非あ
ら

ず
唯た
だ

神

の
口く
ち
よ
り
出い
づ
る
凡す
べ
ての
言こ
と
ばに
因よ
る（
マ
タ
イ
四・四
）

　
　

�

天
に
財
を
蓄た
く
はふ

べ
し
（
同
六・二
〇
）

　
　

�

兄き
や
う
だ
い弟の
目
に
あ
る
物ち

り屑
を
視み

て
己お
の

が
目め

に
あ

る
梁う
つ

木ば
り

を
知し
ら

ざ
る
は
何な
ん

ぞ
や
（
同
七・三
）

　
　

�

右み
ぎ

の
手て

の
為な
す

こ
と
を
左ひ
だ
りの

手
に
知し
ら

す
る
勿な
か

れ

（
同
一
六・三
）

　
　

風か
ぜ

に
動う
ご
かさ

る
る
葦
な
る
乎か

（
同
一
一・七
）

　

こ
の
よ
う
な
豊
か
な
日
本
語
の
語
彙
力
と
心
遣

い
は
、
奥
野
に
し
て
は
じ
め
て
可
能
で
あ
り
、
こ

の
こ
と
が
、
信
徒
た
ち
の
理
解
を
お
お
い
に
助
け

た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
聖
書
ら

し
い
唱
え
や
す
さ
と
格
調
の
高
さ
が
、
文
語
訳
聖

書
を
、
今
日
で
は
日
本
の
古
典
の
一
つ
に
ま
で
数

え
さ
せ
て
い
る
と
言
っ
て
過
言
で
は
な
い
。

　

後
半
生
は
教
会
の
教
師
お
よ
び
『
新
撰
讃
美
歌
』

の
編
者
も
つ
と
め
、
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
に

世
を
去
っ
た
。

い
て
は
、‘God’

の
訳
語
を
め
ぐ
り
、「
神
」
の
ア
メ

リ
カ
人
宣
教
師
と
「
上
帝
」
の
イ
ギ
リ
ス
人
宣
教

師
と
の
間
に
対
立
が
生
じ
た
が
、
ヘ
ボ
ン
も
バ
ラ

も
ア
メ
リ
カ
人
だ
っ
た
か
ら
、
奥
野
の
接
し
た
聖

書
に
は
「
神
」
の
語
が
使
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
奥

野
に
よ
っ
て
訓
点
の
付
さ
れ
た
中
国
語
訳
聖
書
は
、

ま
だ
日
本
語
訳
聖
書
が
出
来
る
前
の
た
め
、
想
像

以
上
に
広
く
読
ま
れ
た
。
当
時
、
本
書
に
よ
っ
て
、

は
じ
め
て
聖
書
に
親
し
ん
だ
と
す
る
日
本
人
信
徒

も
少
な
く
な
か
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
聖
書
の
日
本

語
訳
へ
の
影
響
も
実
に
大
き
い
。

　

日
本
文
で
キ
リ
ス
ト
教
の
重
要
な
三
種
の
文
章

を
ま
と
め
た
も
の
と
し
て
「
三
要
文
」
が
知
ら
れ

て
い
る
。
モ
ー
セ
の
十
戒
と
主
の
祈
り
と
使
徒
信

経
の
三
者
を
合
わ
せ
た
文
書
で
あ
る
。
い
ず
れ
も

奥野昌綱
日本聖書協会所蔵

翻訳委員社中訳 1880年

ヘボン訳ヨハネと版木
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降
る
雪
や
明
治
は
遠
く
な
り
に
け
り　
　
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
、
中
村
草
田
男

そ
の
明
治
の
昔
、
東
京
に
外
国
人
居
留
地
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
驚
く
人
が
多
い
。

鏑
木
清
方
の
「
築
地
明
石
町
」
で
知
ら
れ
る
中
央
区
明
石
町
一
帯
は
、
現
在
、
聖
路
加
国
際
病
院
の
施
設
が

多
く
を
占
め
て
い
る
が
、
実
は
こ
の
地
に
明
治
の
初
め
に
外
国
人
居
留
地
が
設
置
さ
れ
、
西
洋
文
化
の
発
信
地

と
し
て
ハ
イ
カ
ラ
を
牽
引
す
る
「
外
国
の
町
」
が
造
ら
れ
て
い
た
。

一
八
五
八
年
七
月
、
タ
ウ
ゼ
ン
ト
・
ハ
リ
ス
と
江
戸
幕
府
の
間
で
日
米
修
好
通
商
条
約
が
結
ば
れ
、
箱
館
、

新
潟
、
江
戸
、
神
奈
川
、
大
坂
、
兵
庫
お
よ
び
長
崎
の
全
国
七
か
所
の
開
港
（
江
戸
と
大
坂
は
開
市
）
が
決
め

ら
れ
た
。
江
戸
開
市
は
一
八
六
二
年
一
月
一
日
の
約
束
で
あ
っ
た
が
、
幕
末
の
混
乱
に
よ
り
た
び
た
び
延
期
さ
れ
、

実
際
に
開
市
さ
れ
た
の
は
明
治
維
新
後
の
一
八
六
九
年
一
月
一
日
で
あ
っ
た
。

東
京
開
市
に
と
も
な
い
横
浜
か
ら
多
く
の
貿
易
商
社
が
進
出
し
て
き
た
が
、
期
待
に
反
し
築
地
居
留
地
全
体

が
狭
隘
で
海
岸
も
浅
く
大
型
船
が
接
岸
で
き
ず
、
ま
た
地
代
も
高
く
将
来
の
発
展
が
望
め
な
い
こ
と
か
ら
、

徐
々
に
商
人
た
ち
は
横
浜
に
帰
っ
て
行
き
、
代
わ
っ
て
外
交
官
や
宣
教
師
が
多
く
移
り
住
む
よ
う
に
な
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
長
老
教
会
の
カ
ロ
ザ
ー
ス
は
い
ち
早
く
居
留
地
六
番
に
住
み
、
文
書
伝
道
の
一
環
と
し
て
一
八
七
〇

年
に
敷
地
内
に
「
耶や

蘇そ

教き
ょ
う

書し
ょ

肆し

」
を
開
設
し
た
が
、
こ
の
店
は
の
ち
に
銀
座
十
字
屋
へ
と
つ
な
が
っ
た
。
や
が

て
一
八
七
三
年
二
月
二
四
日
に
切
支
丹
禁
制
の
高
札
が
撤
去
さ
れ
る
と
、
各
派
教
会
は
宣
教
師
を
増
派
し
礼
拝

堂
や
学
校
を
建
て
有
力
な
宣
教
師
も
定
住
し
は
じ
め
た
。

旧
新
約
聖
書
の
和
訳
に
尽
力
し
た
ア
メ
リ
カ
監
督
教
会
（
聖
公
会
）
の
チ
ャ
ニ
ン
グ
・
ム
ー
ア
・
ウ
ィ
リ
ア

ム
ズ
、ア
メ
リ
カ
長
老
教
会
の
デ
ビ
ッ
ド
・
タ
ム
ソ
ン
、イ
ギ
リ
ス
伝
道
協
会
（
Ｃ
Ｍ
Ｓ
）
の
ジ
ョ
ン
・
パ
イ
パ
ー

お
よ
び
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
Ｋ
・
フ
ァ
イ
ソ
ン
、
ア
メ
リ
カ
・
オ
ラ
ン
ダ
改
革
教
会
の
Ｇ
・
Ｆ
・
フ
ル
ベ
ッ
キ
、
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
の
Ｍ
・
Ａ
・
ス
テ
イ
シ
ェ
ン
さ
ら
に
正
教
の
ニ
コ
ラ
イ
も
一
時
築
地
に
居
住
し
た
。
一
八
七
四
年
に

エ
ッ
セ
ー
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来
日
し
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
一
致
長
老
教
会
の
宣
教
医
師
フ
ォ
ー
ル
ズ
は
、
日
本
人
に
盲
人
が
多
い
こ
と
か
ら
米

国
聖
書
協
会
に
依
頼
し
凸
字
聖
書
を
取
り
寄
せ
配
布
伝
道
し
、
の
ち
に
活
字
と
凸
文
字
印
刷
機
を
輸
入
し
、
自

身
が
開
く
築
地
病
院
の
一
室
で
凸
字
聖
書
の
印
刷
を
行
っ
た
。

明
治
も
一
〇
年
代
に
入
る
と
外
国
公
館
も
数
を
減
ら
し
、
宣
教
師
館
、
教
会
お
よ
び
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー

ル
等
の
洋
風
建
築
が
建
ち
並
び
、
す
っ
か
り
キ
リ
ス
ト
教
一
色
と
な
り
、
宣
教
師
と
そ
の
家
族
や
男
女
生
徒
・

学
生
た
ち
が
行
き
交
い
、
横
浜
や
神
戸
な
ど
交
易
場
と
し
て
の
居
留
地
と
違
っ
て
文
教
中
心
の
町
へ
と
変
化
し

て
い
っ
た
。

今
日
の
東
京
ユ
ニ
オ
ン
・
チ
ャ
ー
チ
、
新
栄
教
会
、
芝
教
会
、
巣
鴨
教
会
、
銀
座
教
会
、
カ
ト
リ
ッ
ク
築
地

教
会
、
聖
パ
ウ
ロ
教
会
、
和
泉
教
会
、
東
京
聖
三
一
教
会
や
女
子
学
院
、
明
治
学
院
、
立
教
学
院
、、
青
山
学
院
、

立
教
女
学
院
、
雙
葉
学
園
、
暁
星
学
園
、
関
東
学
院
、
女
子
聖
学
院
な
ど
、
教
会
お
よ
び
学
校
が
こ
こ
築
地
居

留
地
で
産
声
を
上
げ
成
長
し
て
い
っ
た
。

一
八
八
〇
（
明
治
一
三
）
年
四
月
一
九
日
に
築
地
南
小
田
原
町
の
新
栄
教
会
（
当
時
の
名
称
は
新
栄
橋
教
会
）

で
、
日
本
語
訳
新
約
聖
書
完
成
祝
賀
感
謝
会
が
開
か
れ
、
続
い
て
一
八
八
八
（
明
治
二
一
）
年
二
月
三
日
に
は
、

居
留
地
二
七
番
に
移
っ
た
新
栄
教
会
で
日
本
語
訳
新
旧
約
聖
書
完
成
祝
賀
会
が
催
さ
れ
、
築
地
居
留
地
は
「
明

治
訳
聖
書
」
の
ゆ
か
り
の
地
と
な
っ
た
。
ま
た
一
八
八
一
年
に
は
築
地
居
留
地
一
二
番
二
号
に
ア
メ
リ
カ
・
メ
ソ

ジ
ス
ト
監
督
教
会
が
印
刷
所
と
聖
教
書
類
の
販
売
所
を
開
き
、
そ
の
後
、
日
本
聖
書
協
会
の
母
体
の
一
つ
英
国

聖
書
協
会
も
居
留
地
五
一
番
の
イ
ギ
リ
ス
伝
道
協
会
の
宣
教
師
館
に
置
か
れ
、
築
地
居
留
地
は
聖
書
と
の
縁
も

深
ま
っ
た
。

一
八
九
九
（
明
治
三
二
）
年
七
月
、
幕
末
に
江
戸
幕
府
が
欧
米
諸
国
と
結
ん
だ
不
平
等
条
約
か
ら
領
事
裁
判

権
（
治
外
法
権
）
を
回
復
し
た
改
正
条
約
が
施
行
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
全
国
七
つ
の
外
国
人
居
留
地
が
一
斉

に
廃
止
と
な
っ
た
が
、
築
地
居
留
地
は
そ
の
後
も
洋
館
が
立
ち
並
び
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
景
観
を
残
し
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
九
月
一
日
に
関
東
大
震
災
が
発
生
し
、
か
つ
て
あ
っ
た
「
東
京
の
外
国
」

は
た
っ
た
一
日
で
跡
形
も
な
く
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
。
と
同
時
に
東
京
に
外
国
人
居
留
地
が
あ
っ
た
こ
と
も
い
つ

し
か
人
々
の
記
憶
か
ら
遠
ざ
か
り
、
震
災
後
日
本
橋
か
ら
築
地
に
移
っ
て
来
た
魚
河
岸
が
こ
の
地
区
を
代
表
す

る
よ
う
に
な
っ
て
、つ
い
先
日
ま
で
築
地
と
聞
く
と
「
魚
河
岸
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
人
々
に
定
着
し
て
い
っ
た
。

築
地
居
留
地
が
廃
止
と
な
っ
て
一
二
五
年
、
明
治
は
益
々
遠
く
な
り
に
け
り
。

中島耕二（なかじま こうじ）　
元明治学院大学客員教授・東北大学博士（文学）
日本基督教団新栄教会長老

中島耕二先生と行く築地居留地ツアーを6月に開催予定です。
詳細は日本聖書協会公式サイトをご覧ください。
https://www.bible.or.jp/

中
島
耕
二

築
地
居
留
地
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支
離
滅
裂
で
は
な
く
、
一
貫
し
た
思
想
的
論
調
の
書

で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
聖

書
協
会
共
同
訳
は
そ
の
よ
う
に
訳
さ
れ
ま
す
。
文

の
区
切
り
は
、
1

－

6
節
、
7

－

8
節
、
9

－

10
節

で
す
。
7
節
の
「
光
」「
太
陽
」
は
12
章
2
節
の
「
太

陽
」「
光
」
と
対
応
し
て
段
落
の
枠
を
作
っ
て
い
ま

す
。
11
章
1

－

6
節
が
一
つ
の
段
落
と
な
り
ま
す
。

1.	

あ
な
た
の
パ
ン
を
水
面
に
投
げ
よ
。

	
�

月
日
が
過
ぎ
れ
ば
、
そ
れ
を
見
い
だ
す
か
ら
で

あ
る
。

2.	

あ
な
た
の
受
け
る
分
を
七
つ
か
八
つ
に
分
け
よ
。

	
�

地
に
ど
の
よ
う
な
災
い
が
起
こ
る
か

	
�

あ
な
た
は
知
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

3.	

雲
が
満
ち
れ
ば
、
雨
が
地
に
降
り
注
ぐ
。

	
�

木
が
南
に
倒
れ
て
も
、
北
に
倒
れ
て
も

	
�

そ
の
倒
れ
た
場
所
に
木
は
横
た
わ
る
。

4.	

風
を
見
守
る
人
は
種
を
蒔
け
な
い
。

	
�

雲
を
見
る
人
は
刈
り
入
れ
が
で
き
な
い
。

5. 

あ
な
た
は
ど
こ
に
風
の
道
が
あ
る
か
を
知
ら
ず

	
�

妊
婦
の
胎
内
で
骨
が
ど
の
よ
う
に
で
き
る
か
も

	
�

知
ら
な
い
の
だ
か
ら

	
�

す
べ
て
を
な
す
神
の
業
は
知
り
え
な
い
。

6.	

朝
に
種
を
蒔
き

	
�

夕
べ
に
手
を
休
め
る
な
。

	
�

う
ま
く
い
く
の
は
あ
れ
な
の
か
、
こ
れ
な
の
か

	
�

あ
る
い
は
、
そ
の
い
ず
れ
も
な
の
か

	
�

あ
な
た
は
知
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

コ
ヘ
レ
ト
は
虚
無
主
義
者
？

　

皆
さ
ん
、
新
し
い
『
聖
書
協
会
共
同
訳
』
を
読

み
ま
し
た
か
。
現
在
、
多
く
の
教
会
で
使
用
さ
れ

て
い
る
新
共
同
訳
聖
書
に
比
べ
て
、
翻
訳
の
精
度

が
高
く
、
ま
た
と
て
も
読
み
や
す
く
な
っ
て
い
ま

す
。
私
が
紹
介
し
た
い
の
は
「
コ
ヘ
レ
ト
の
言
葉
」

で
す
。
こ
の
書
の
解
釈
は
と
て
も
難
し
い
の
で
す

が
、
1
9
7
0
年
代
ま
で
は
、
著
者
コ
ヘ
レ
ト
は

世
を
は
か
な
む
厭
世
主
義
者
、
ま
た
懐
疑
主
義
者

と
見
な
さ
れ
、
支
離
滅
裂
な
論
調
で
書
か
れ
て
い

る
と
解
釈
さ
れ
ま
し
た
。
新
共
同
訳
も
そ
う
で
す
。

小
見
出
し
が
一
つ
も
付
い
て
い
な
い
こ
と
に
も
表
れ

て
い
ま
す
。

　

11
章
を
例
に
挙
げ
ま
し
ょ
う
。
新
共
同
訳
の
区

切
り
方
を
見
る
と
、
ま
ず
8
節
で
区
切
ら
れ
、
ま

た
10
節
で
も
区
切
ら
れ
ま
す
。
い
ず
れ
も
「
空
し

い
」
で
終
わ
り
、
厭
世
的
な
結
論
と
な
り
ま
す
。

ま
た
1

－

8
節
で
は
、
畳
み
か
け
る
よ
う
な
懐
疑

的
表
現
が
際
立
ち
ま
す
。
7
節
に
明
る
い
表
現
が

あ
り
ま
す
が
、
懐
疑
的
な
文
脈
の
中
に
埋
没
し
て

し
ま
い
、
懐
疑
主
義
者
コ
ヘ
レ
ト
の
姿
が
浮
き
彫

り
に
さ
れ
ま
す
。

聖
書
協
会
共
同
訳
の
新
し
さ

　

し
か
し
、「
コ
ヘ
レ
ト
の
言
葉
」
の
解
釈
は
、
こ

の
30
年
ほ
ど
の
間
に
、
ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ
て
き
た
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。
現
在
で
は
、
こ
の
書
は
決
し
て

　

こ
の
1

－

6
節
は
確
か
に
否
定
的
な
表
現
が
目

立
ち
ま
す
が
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
接
続
詞
に
注
目
す

る
と
、
否
定
的
表
現
は
理
由
を
意
味
す
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
つ
ま
り
「
知
ら
な
い
」「
知
り
え
な

い
」
は
コ
ヘ
レ
ト
の
否
定
的
結
論
で
は
な
く
、
む

し
ろ
理
由
や
根
拠
を
説
明
し
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
の
段
落
で
、
コ
ヘ
レ
ト
の
結
論
は
、
最
終
的

に
「
朝
に
種
を
蒔
き
、
夕
べ
に
手
を
休
め
る
な
」

（
6
節
）
で
す
。
ど
の
種
が
実
を
結
ぶ
か
わ
か
ら
な

い
の
は
、
コ
ヘ
レ
ト
の
結
論
で
は
な
く
、
理
由
な
の

で
す
。
ど
の
種
が
結
ぶ
か
わ
か
ら
な
い
、
先
行
き

不
透
明
な
状
況
が
理
由
と
な
り
、だ
か
ら
こ
そ
「
朝

に
種
を
蒔
き
、
夕
べ
に
手
を
休
め
る
な
」
と
コ
ヘ

レ
ト
は
命
じ
る
の
で
す
。
不
可
知
性
が
媒
介
と
な

り
、
跳
躍
台
と
な
っ
て
「
朝
か
ら
晩
ま
で
種
を
蒔

き
続
け
な
さ
い
」
と
結
論
付
け
ら
れ
ま
す
。

明
日
に
向
か
っ
て
種
を
蒔
こ
う

　

コ
ヘ
レ
ト
は
こ
の
書
で
「
空
し
い
」
を
38
回
も

繰
り
返
し
ま
す
が
、
そ
れ
は
結
論
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
コ
ヘ
レ
ト
の
時
代
に
、
人
の
寿
命
は
40
歳
に

届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
人
生
は
短
く
、
束
の
間
な

の
で
す
。
そ
れ
を
コ
ヘ
レ
ト
は
「
ヘ
ベ
ル
」
と
表
現

し
ま
す
。
聖
書
協
会
共
同
訳
は
「
空
」
と
訳
し
ま

す
。
こ
の
「
空
」
が
理
由
と
な
っ
て
、
コ
ヘ
レ
ト
は

生
き
よ
と
勧
め
、「
朝
か
ら
夜
ま
で
種
を
蒔
け
」
と

命
じ
ま
す
。
こ
れ
は
悲
観
的
で
は
な
く
、
む
し
ろ

建
設
的
で
前
向
き
な
教
え
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
コ
ヘ
レ
ト
の
論
理
が
よ
く
わ
か
る
よ
う
に
、
聖

書
協
会
共
同
訳
は
翻
訳
し
て
い
ま
す
。
こ
の
新
し

い
翻
訳
は
精
度
が
高
く
、
ま
た
聖
書
の
言
葉
の
意

味
を
深
く
掘
り
下
げ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

コ
ヘ
レ
ト
は
将
来
が
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い

か
ら
こ
そ
、
今
、
最
善
を
尽
く
し
、
と
こ
と
ん
ま

で
や
り
な
さ
い
と
言
っ
て
い
る
の
で
す
。
実
際
、
古

代
に
お
い
て
は
種
を
蒔
い
て
も
、
多
く
は
実
を
結

び
ま
せ
ん
。
い
や
、
す
べ
て
の
種
が
だ
め
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
も
し
コ
ヘ
レ
ト
が
真
正
の
悲
観
主
義

者
な
ら
、
や
っ
て
も
無
駄
だ
と
言
う
で
し
ょ
う
。

け
れ
ど
も
、
そ
う
は
言
い
ま
せ
ん
。
ど
の
種
が
実

を
結
ぶ
か
わ
か
ら
な
い
か
ら
こ
そ
、
種
を
蒔
こ
う
、

全
力
で
種
を
蒔
こ
う
と
勧
め
ま
す
。
マ
ル
テ
ィ
ン
・

ル
タ
ー
の
言
葉
「
た
と
え
明
日
、
世
の
終
わ
り
が

来
よ
う
と
も
、
今
日
、
私
は
リ
ン
ゴ
の
木
を
植
え

よ
う
」
に
と
て
も
よ
く
似
て
い
ま
す
。
た
と
え
明

日
が
終
わ
り
で
も
、
今
日
、
リ
ン
ゴ
の
木
を
植
え

る
の
で
す
。

　

こ
れ
は
、
先
行
き
不
透
明
な
今
の
時
代
、
私
た

ち
の
心
に
届
く
言
葉
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

2
0
0
0
年
前
の
聖
書
の
言
葉
が
時
代
を
超
え
て
、

今
日
の
世
界
に
光
を
放
ち
ま
す
。
福
音
の
訪
れ
で

す
。
聖
書
の
原
典
の
息
吹
を
き
ち
ん
と
伝
え
て
く

れ
る
聖
書
協
会
共
同
訳
は
、
御
言
葉
の
意
味
の
深

さ
を
私
た
ち
に
教
え
て
く
れ
ま
す
。
さ
あ
、
皆
で

明
日
に
向
か
っ
て
種
を
蒔
き
ま
し
ょ
う
。

種をまく人
ジャン＝フランソワ・ミレー
（1814-75）
1847-48年　油彩・カンヴァス
95.3cm×61.3cm　カーディフ
国立博物館蔵、ウェールズ

小友 聡

日本旧約学会会長

聖書セミナー 

おとも さとし

27

「明日に向かって種を蒔こう」
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大賞準大賞
か
ば
ん
の
中
の
小
さ
な
聖
書

こ
ば
や
し
き
よ

聖
書
を

持
た
せ
て
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
、

あ
の
日
の
お
じ
い
さ
ん
へ

ゆ
か
子

聖
書
エ
ッ
セ
イ

聖
書
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト

コ
ン
テ
ス
ト
受
賞
作
品

第3回

　

あ
の
日
、
遺
族
の
方
が
抱
き
し
め
て
い
た
、
た
っ
た
一

冊
の
聖
書
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。

私
は
か
つ
て
葬
儀
に
関
わ
る
仕
事
を
し
て
い
た
。

こ
の
国
の
葬
儀
の
大
半
は
仏
式
で
行
わ
れ
る
。

だ
け
れ
ど
も
、
た
ま
に
キ
リ
ス
ト
教
の
葬
儀
を
す
る
こ
と

が
あ
っ
た
。

　

仏
式
と
は
何
も
か
も
手
順
が
違
う
。

　

新
人
だ
っ
た
私
は
、
先
輩
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
す
る
だ

け
で
精
一
杯
だ
。

　

亡
く
な
っ
た
あ
る
お
じ
い
さ
ん
を
棺
に
納
め
、
私
は
遺

族
の
女
性
に
「
何
か
棺
に
お
入
れ
し
た
い
も
の
は
あ
り
ま

す
か
？
」
と
聞
い
た
。

　

彼
女
は
一
冊
の
分
厚
い
本
を
、
と
て
も
大
切
そ
う
に
取

り
出
し
て
「
こ
れ
だ
け
は
入
れ
て
く
だ
さ
い
」
と
私
に
差

し
出
し
た
。

　

何
度
も
何
度
も
読
み
込
ま
れ
た
、
真
っ
赤
な
表
紙
の
聖

書
だ
。

　

頭
を
ガ
ツ
ン
と
殴
ら
れ
た
よ
う
な
衝
撃
を
覚
え
た
。

　

聖
書
を
見
た
瞬
間
、（
こ
の
本
は
入
れ
ら
れ
な
い
）
と

思
っ
た
か
ら
だ
。

　

本
は
紙
製
な
の
で
一
緒
に
火
葬
出
来
る
と
思
わ
れ
が
ち

だ
が
実
は
違
う
。

　

紙
の
束
に
は
空
気
が
入
ら
ず
燃
え
残
る
為
、
分
厚
い
本

は
基
本
的
に
入
れ
ら
れ
な
い
の
だ
。

　

だ
が
、
そ
う
だ
と
し
て
も
、
こ
の
聖
書
が
ど
れ
だ
け
こ

の
お
じ
い
さ
ん
に
と
っ
て
大
事
な
物
か
は
痛
い
ほ
ど
わ

か
っ
た
。

　

た
っ
た
一
つ
、
こ
の
聖
書
を
抱
え
て
天
国
へ
旅
立
ち
た

い
と
い
う
気
持
ち
。

　

き
っ
と
故
人
様
の
心
を
た
く
さ
ん
救
っ
て
き
た
も
の

だ
。

　

私
は
キ
リ
ス
ト
教
で
は
な
い
し
、
信
仰
心
も
厚
く
な
い
。

そ
れ
で
も
、「
こ
ん
な
分
厚
い
本
入
れ
ら
れ
な
い
で
す
」
と

は
ど
う
し
て
も
言
え
な
か
っ
た
。

　
「
本
の
ペ
ー
ジ
を
千
切
っ
て
入
れ
て
く
れ
た
ら
燃
え
や

す
く
な
り
ま
す
」
だ
な
ん
て
、
も
っ
と
言
え
な
か
っ
た
。

葬
儀
の
担
当
者
や
先
輩
が
、
分
厚
い
本
を
入
れ
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
丁
寧
に
説
明
す
る
中
で
、
私
は
何
も
言
え
ず
、

た
だ
棺
の
中
で
横
た
わ
る
お
じ
い
さ
ん
に
心
の
中
で
謝
る

こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
事
を
未
だ
に
覚
え
て
い
る
。

　

赤
い
聖
書
は
、
結
局
遺
族
様
が
形
見
に
持
っ
て
お
く
こ

と
に
決
ま
っ
た
。

　

だ
か
ら
、
き
っ
と
今
頃
旅
を
し
て
天
国
に
い
る
で
あ
ろ

う
お
じ
い
さ
ん
に
伝
え
て
お
き
た
い
。

　

お
じ
い
さ
ん
、
き
っ
と
そ
ち
ら
に
は
神
様
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。

　

天
国
は
と
て
も
平
和
で
優
し
い
光
の
溢
れ
て
い
る
場
所

で
、
苦
し
い
こ
と
も
、
辛
い
こ
と
も
無
い
と
思
い
ま
す
が
、

そ
れ
で
も
あ
の
聖
書
は
お
じ
い
さ
ん
の
宝
物
だ
か
ら
き
っ

と
ま
た
読
み
た
く
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

聖
書
は
、
辛
い
と
き
や
苦
し
い
時
に
し
か
読
ん
で
は
い

け
な
い
も
の
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

旅
が
、
好
き
だ
。

　

日
常
か
ら
離
れ
る
開
放
感
と
心
地
よ
い
緊
張
感
が
癖
に

な
る
。

　

友
人
た
ち
と
わ
い
わ
い
出
か
け
る
旅
も
楽
し
か
っ
た

が
、
ひ
と
り
旅
も
良
か
っ
た
。
寝
台
車
に
揺
ら
れ
て
の
ん

び
り
目
的
地
を
目
指
し
た
こ
と
も
あ
る
し
、
海
外
に
住
む

友
人
を
訪
ね
た
こ
と
も
あ
る
。

　

そ
ん
な
旅
に
欠
か
せ
な
い
の
が
、
文
庫
本
だ
。
移
動
時

間
は
、
じ
っ
く
り
と
本
を
読
む
絶
好
の
機
会
。
だ
か
ら
、

私
の
バ
ッ
グ
に
は
い
つ
も
、
2
、
3
冊
の
文
庫
本
が
入
っ

て
い
た
。

　

そ
れ
に
加
え
て
、
も
う
ひ
と
つ
バ
ッ
グ
に
忍
ば
せ
て
い

る
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
聖
書
だ
。

　

旧
約
・
新
約
が
一
体
に
な
っ
て
い
る
大
き
な
聖
書
は
、

持
ち
歩
く
の
に
不
便
だ
っ
た
が
、
私
が
持
っ
て
い
た
の
は
、

文
庫
本
と
変
わ
ら
な
い
大
き
さ
の
新
約
聖
書
だ
っ
た
。

　

そ
れ
を
、
旅
先
で
は
枕
元
に
置
い
て
寝
た
。
知
ら
な
い

土
地
に
ひ
と
り
、
不
安
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
聖
書
が

あ
る
と
、
神
さ
ま
が
と
も
に
い
て
下
さ
る
こ
と
を
感
じ
ら

れ
て
、
ほ
っ
と
し
た
。

　

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
母
に
育
て
ら
れ
た
私
は
、
幼
い
頃
か

ら
聖
書
に
親
し
ん
で
き
た
。
子
ど
も
向
け
の
聖
書
の
絵
本

か
ら
始
ま
っ
て
、
小
学
生
に
な
る
と
聖
書
を
買
っ
て
も

ら
っ
た
。
聖
書
は
「
本
」
と
い
う
よ
り
、
ま
さ
に
「
神
さ

ま
の
言
葉
」
だ
っ
た
。
だ
か
ら
、
手
元
に
な
い
と
、
ち
ょ
っ

と
心
も
と
な
い
。

　

し
か
し
、
結
婚
し
、
子
ど
も
が
産
ま
れ
て
か
ら
は
、
旅

に
聖
書
を
持
っ
て
い
く
こ
と
が
な
く
な
っ
た
。
小
さ
な
子

ど
も
を
つ
れ
て
出
か
け
る
の
は
自
家
用
車
が
多
か
っ
た

し
、
帰
省
で
遠
方
へ
移
動
す
る
際
も
、
子
ど
も
の
世
話
に

追
わ
れ
て
、
聖
書
を
開
く
余
裕
は
な
い
。
だ
か
ら
、
い
つ

し
か
、
小
さ
な
聖
書
は
、
私
の
本
棚
か
ら
取
り
出
さ
れ
る

こ
と
が
な
く
な
っ
て
い
た
の
だ
っ
た
。

　

あ
る
と
き
、
小
学
校
の
高
学
年
に
な
っ
た
娘
が
言
っ
た
。

「
マ
マ
、
聖
書
が
読
み
た
い
」

　

私
は
び
っ
く
り
し
な
が
ら
も
、
嬉
し
か
っ
た
。

　

教
会
学
校
の
教
師
を
し
て
い
た
私
は
、
娘
を
つ
れ
て
教

会
へ
行
っ
て
い
た
の
だ
が
、
娘
は
そ
れ
ま
で
聖
書
に
関
心

を
示
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
だ
。「
そ
ろ
そ
ろ
自
分
の
聖
書

が
ほ
し
く
な
い
？
」
と
言
っ
て
も
「
い
ら
な
い
」
の
一
点

張
り
。
無
理
に
与
え
る
よ
り
、
自
分
か
ら
求
め
る
よ
う
に

な
っ
た
と
き
に
買
っ
て
あ
げ
た
方
が
い
い
だ
ろ
う
と
、
そ

の
ま
ま
に
し
て
い
た
。

　

そ
れ
が
、
急
に
聖
書
に
興
味
を
持
っ
た
と
い
う
。

「
マ
マ
の
で
い
い
よ
」

　

ま
だ
、
大
き
い
聖
書
は
い
ら
な
い
ら
し
い
。

　

そ
こ
で
私
が
思
い
出
し
た
の
が
、
あ
の
聖
書
だ
。
私
の

旅
に
同
行
し
、
私
を
支
え
続
け
て
く
れ
た
、
本
棚
に
眠
っ

て
い
る
あ
の
小
さ
な
聖
書
だ
。

　

そ
の
晩
か
ら
、
娘
は
寝
る
前
に
ベ
ッ
ド
で
聖
書
を
読
む

よ
う
に
な
っ
た
。「
難
し
く
な
い
の
か
な
？
」
と
思
い
な
が

ら
も
、
何
か
聞
か
れ
た
と
き
以
外
は
口
出
し
し
な
い
。

　

赤
ち
ゃ
ん
の
頃
か
ら
教
会
学
校
で
学
ん
で
き
た
娘
は
、

内
容
を
理
解
し
て
い
た
の
だ
。
教
会
へ
は
友
だ
ち
と
遊
ぶ

た
め
だ
け
に
行
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
、
子
ど
も
向
け

の
「
聖
書
の
お
は
な
し
」
は
、
娘
の
心
に
し
っ
か
り
届
い

て
い
た
の
だ
。

　

小
さ
な
、
す
っ
か
り
古
く
な
っ
た
聖
書
だ
が
、
こ
れ
か

ら
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
娘
の
人
生
の
旅
に
寄
り
添
っ
て

く
れ
る
だ
ろ
う
。
大
き
な
嵐
に
揉
ま
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て

も
、「
神
さ
ま
の
言
葉
」
が
娘
を
力
づ
け
て
く
れ
る
に
違

い
な
い
。

●
選
評
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
こ
ば
や
し
き
よ
さ
ま
、
大
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　
静
か
に
し
み
い
る
清
ら
か
な
水
の
よ
う
な
エ
ッ
セ
イ
で
す
。

　
か
つ
て
は
旅
先
の
枕
元
に
あ
っ
た
小
さ
な
古
い
聖
書
。
い
ま
は
娘
さ
ん

の
枕
元
に
あ
り
、
毎
晩
小
さ
な
手
に
よ
っ
て
開
か
れ
て
い
る
こ
と
、
目
に

浮
か
び
ま
す
。
教
会
学
校
の
働
き
が
実
を
結
ん
で
い
る
事
実
に
も
、
嬉
し

く
な
り
ま
し
た
。�

（
林
あ
ま
り
）

　
小
学
校
の
と
き
、
お
母
様
か
ら
買
っ
て
も
ら
っ
た
小
さ
な
サ
イ
ズ
の
聖

書
。
い
つ
も
旅
先
に
持
参
し
て
い
た
そ
の
聖
書
は
、
や
が
て
小
学
校
の
高

学
年
に
な
っ
た
お
嬢
さ
ん
の
手
に
渡
る
こ
と
に
。
母
か
ら
子
へ
、
さ
ら
に

孫
へ
と
世
代
を
超
え
て
、
人
生
を
旅
す
る
人
々
の
か
た
わ
ら
に
聖
書
は
い

つ
も
寄
り
添
っ
て
く
れ
る
こ
と
が
鮮
や
か
に
描
か
れ
た
、
素
晴
ら
し
い

エ
ッ
セ
イ
で
し
た
。�

 （
清
涼
院
流
水
）

　

天
国
に
居
て
も
、
宝
物
の
価
値
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
宝
物
を
一
緒
に
棺
に
入
れ
ら
れ
な
く
て
ご
め
ん
な

さ
い
。

　

代
わ
り
に
、
遺
族
さ
ん
の
様
子
を
天
国
か
ら
時
々
覗
い

て
あ
げ
て
く
れ
ま
せ
ん
か
？

　

貴
方
が
居
な
く
て
、
淋
し
く
て
聖
書
を
開
く
遺
族
さ
ん

に
、
貴
方
の
宝
物
を
貸
し
て
あ
げ
て
下
さ
い
ま
せ
ん
か
？

い
つ
か
長
い
旅
を
し
て
、
貴
方
の
も
と
に
家
族
さ
ん
が

や
っ
て
く
る
日
が
来
ま
す
。

　

き
っ
と
聖
書
は
持
っ
て
来
ら
れ
な
い
け
れ
ど
、
そ
の
時

は
き
っ
と
、
お
じ
い
さ
ん
の
宝
物
は
別
の
誰
か
を
救
っ
て

い
る
は
ず
で
す
。

　

ど
う
か
、
そ
の
誰
か
に
ま
た
、
宝
物
を
お
貸
し
し
て
あ

げ
て
く
だ
さ
い
。

　

お
じ
い
さ
ん
が
安
ら
か
な
眠
り
に
つ
か
れ
る
よ
う
、
お

祈
り
致
し
ま
す
。

●
選
評

　
ゆ
か
子
さ
ん
、
準
大
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　
葬
儀
に
関
わ
る
お
仕
事
の
な
か
で
、
分
厚
い
聖
書
を
棺
に
入
れ
ら
れ
な

か
っ
た
場
面
が
鮮
や
か
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
亡
く
な
っ
た
お
じ
い
さ
ん
の
棺
に
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
聖
書
は
、
遺
族

の
も
と
に
形
見
と
し
て
残
り
ま
し
た
。
い
つ
か
誰
か
が
読
む
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
の
と
き
聖
書
は
ま
た
新
し
い
い
の
ち
を
得
る
の
で
し
ょ
う
。

�

（
林
あ
ま
り
）

　

か
つ
て
葬
儀
関
係
の
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
た
筆
者
が
、「
棺
に
入
れ
て

く
だ
さ
い
」
と
ご
遺
族
か
ら
託
さ
れ
た
の
は
聖
書
で
し
た
。
で
す
が
、
分

厚
い
本
は
燃
え
残
る
た
め
規
則
で
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
、
ず
っ
と

後
悔
と
し
て
あ
っ
た
の
で
す
。
あ
の
と
き
、
で
き
る
こ
と
な
ら
、
お
じ
い

さ
ん
の
棺
に
聖
書
を
入
れ
て
あ
げ
た
か
っ
た
、
と
い
う
切
な
る
想
い
が
心

に
し
み
ま
す
。�

 （
清
涼
院
流
水
）
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準大賞あまり賞流水賞
百
人
百
色
、
一
つ
の
信
条
に加

藤
礼
野

レ
な
い
ん
だ
な
、
こ
の
人
た
ち
は
。
そ
の
時
は
そ
う
思
っ

た
。
本
当
に
こ
の
人
た
ち
は
、
聖
書
の
心
を
奥
底
に
持
っ

て
生
き
て
い
る
の
だ
な
、
と
。

　

飛
行
機
が
飛
び
立
っ
て
、
愛
し
い
愛
し
い
あ
の
地
か
ら

離
れ
て
い
く
、
そ
の
時
。
地
面
が
遠
く
な
る
に
つ
れ
て
、

涙
が
溢
れ
て
止
ま
ら
な
か
っ
た
。
目
の
奥
に
愛
し
い
人
た

ち
の
顔
や
言
葉
が
次
々
に
浮
か
ぶ
。
あ
あ
私
が
こ
れ
か
ら

帰
る
場
所
は
、
信
仰
の
な
い
と
こ
ろ
。
神
の
護
り
を
、
誰

も
信
じ
や
し
な
い
、
冷
た
い
地
。
こ
こ
に
神
の
護
り
は
な

い
。
こ
こ
に
ひ
と
つ
の
意
思
は
な
い
。
信
条
を
持
た
な
い

人
々
が
皆
、
生
き
方
に
悩
み
、
行
先
も
分
か
ら
ず
、
交
差

点
を
い
つ
ま
で
も
徘
徊
す
る
よ
う
な
。

　

こ
れ
ま
で
、
信
仰
だ
と
か
神
だ
と
か
、
そ
ん
な
こ
と
を

考
え
た
こ
と
な
ど
一
度
も
な
か
っ
た
の
に
、
な
ぜ
だ
か
そ

の
時
そ
ん
な
こ
と
ば
か
り
を
考
え
た
。
き
っ
と
私
が
あ
の

国
を
あ
ん
な
に
好
き
な
の
は
、
自
分
の
芯
を
頑
と
し
て
持

つ
あ
の
人
た
ち
の
こ
と
が
好
き
だ
か
ら
な
の
だ
と
、
気
づ

く
。

　

多
様
性
と
い
う
言
葉
を
ま
ん
ま
再
現
し
た
よ
う
な
、
国

の
ル
ー
ツ
も
話
す
言
葉
も
食
べ
る
も
の
も
習
慣
も
人
に

よ
っ
て
全
く
異
な
っ
て
い
る
こ
の
国
で
、
ひ
と
つ
の
信
条

が
根
を
張
っ
て
、
全
て
の
人
の
支
え
に
な
り
、
全
て
の
人

を
ひ
と
つ
の
仲
間
と
し
て
囲
っ
て
い
る
。
百
人
百
色
の

人
々
が
、
み
な
ひ
と
つ
の
信
条
の
下
に
生
き
て
い
る
。
そ

れ
が
ど
れ
だ
け
美
し
い
も
の
で
あ
っ
た
か
を
、
も
う
鉄
の

塊
の
中
に
入
っ
て
し
ま
っ
て
か
ら
、
理
解
し
て
し
ま
っ
た
。

広
い
世
界
を
知
る
、
と
は
ま
さ
に
こ
う
い
う
こ
と
だ
っ
た

の
だ
ろ
う
な
、
と
思
う
。

　

私
は
日
本
に
帰
っ
て
か
ら
ま
た
カ
ト
リ
ッ
ク
の
高
校
に

通
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
あ
の
場
所
と
は
違
う
と
、
毎
日
思

う
。
そ
れ
で
も
、
全
体
と
し
て
ひ
と
つ
の
信
条
を
掲
げ
て

い
る
こ
と
は
、
な
ん
と
な
く
仲
間
意
識
を
持
つ
団
体
の
中

に
い
る
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
て
、
す
こ
し
嬉
し
い
。
そ

ん
な
私
は
進
学
先
に
今
度
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
学
校

を
選
ん
だ
。
今
度
は
今
と
は
ち
ょ
っ
と
違
っ
た
信
条
を
持

つ
人
々
に
、
出
会
う
た
め
に
。
私
の
旅
は
ま
だ
ま
だ
終
わ

ら
な
い
。

　

百
人
百
色
の
人
々
が
、
み
な
ひ
と
つ
の
信
条
の
下
に
生

き
て
い
る
。
そ
れ
が
、
ど
れ
だ
け
美
し
か
っ
た
こ
と
か
。

　

高
校
一
年
生
の
、
冬
が
春
に
な
る
ま
で
の
1
ヶ
月
。
私

は
カ
ナ
ダ
に
短
期
留
学
し
、
現
地
の
学
校
に
通
っ
て
い
た
。

こ
の
留
学
は
日
本
で
通
う
カ
ト
リ
ッ
ク
高
校
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
、
そ
の
せ
い
な
の
か
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
も
学
校
の

先
生
も
み
ん
な
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
、
授
業
で
も
毎
朝
聖
書

を
学
ぶ
時
間
が
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
カ
ナ
ダ
と
い
う
国
自

体
が
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
多
い
国
で
あ
る
の
で
不
思
議
な
こ

と
で
は
な
い
の
だ
け
れ
ど
、
私
に
と
っ
て
は
こ
ん
な
に
ク

リ
ス
チ
ャ
ン
に
囲
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
大
き
な
こ

と
で
、
無
宗
教
の
日
本
と
は
全
然
違
う
な
！
と
日
々
感
じ

て
い
た
。

　

い
ろ
ん
な
、
色
ん
な
思
い
出
が
で
き
て
、
一
ヶ
月
後
、

最
終
日
。
大
好
き
な
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
、
大
好
き
な

先
生
と
、
そ
れ
ぞ
れ
最
後
に
お
話
し
し
た
時
。
ど
ち
ら
も

最
後
に
言
っ
た
言
葉
は
、「
ど
ん
な
時
も
神
は
傍
に
い
る
。」

だ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
は
覚
え
て
お
く
の
よ
。
そ
う
す
れ
ば
、

き
っ
と
こ
の
先
、何
が
あ
っ
て
も
大
丈
夫
。
私
の
手
を
握
っ

て
、
ま
っ
す
ぐ
目
を
見
て
そ
う
言
い
聞
か
せ
て
き
た
彼
女

た
ち
の
顔
を
今
で
も
鮮
明
に
思
い
出
せ
る
。
最
後
ま
で
ブ

●
選
評
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
加
藤
礼
野
さ
ん
、
準
大
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　
貴
重
な
経
験
を
積
ま
れ
ま
し
た
ね
。
そ
れ
ま
で
カ
ト
リ
ッ
ク
の
学
校
に

通
っ
て
い
た
筆
者
が
、
帰
国
し
て
か
ら
の
進
学
先
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の

学
校
を
選
ん
だ
こ
と
も
、
き
っ
と
さ
ら
に
視
野
を
広
げ
る
で
し
ょ
う
。

　
最
後
の
「
私
の
旅
は
ま
だ
ま
だ
終
わ
ら
な
い
」
が
ス
テ
キ
で
す
ね
。

�

（
林
あ
ま
り
）

　
無
宗
教
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
多
い
日
本
で
暮
ら
す
筆
者
が
、
カ
ナ
ダ
に

短
期
留
学
中
し
て
体
験
し
た
の
は
、
多
様
な
人
た
ち
が
キ
リ
ス
ト
教
と
い

う
ひ
と
つ
の
信
条
の
も
と
で
生
き
て
い
る
美
し
い
姿
で
し
た
。
カ
ナ
ダ
か

ら
信
仰
不
毛
の
地
で
あ
る
日
本
へ
帰
国
す
る
際
の
筆
者
の
憂
鬱
と
悲
し
み

が
、
旅
先
で
確
か
に
経
験
し
た
理
想
郷
の
素
晴
ら
し
さ
を
際
立
た
せ
て
い

ま
す
。�

 （
清
涼
院
流
水
）

抽
斗
の
伝
道
者

び
わ
し
ゅ

屋
台
に
座
り
、
勇
気
を
出
し
て
と
ん
こ
つ
ラ
ー
メ
ン
を
頼

ん
だ
。
出
て
き
た
ラ
ー
メ
ン
は
、
何
を
食
べ
る
か
迷
う
こ

と
に
罪
悪
感
を
抱
く
よ
う
な
私
で
も
、
と
て
も
お
い
し
い
、

と
素
直
に
思
え
た
。
食
べ
終
わ
る
頃
、
電
話
が
鳴
っ
た
。

出
る
と
、
咽
び
泣
く
母
の
声
が
聞
こ
え
た
。
今
日
は
結
末

ま
で
早
か
っ
た
な
。
私
は
急
い
で
客
室
に
戻
っ
た
。

　

重
い
ド
ア
を
押
し
開
け
る
と
、
母
が
こ
の
世
の
一
切
を

憎
む
か
の
よ
う
な
形
相
で
、
涙
を
流
し
、
車
椅
子
に
座
っ

て
い
た
。
せ
っ
か
く
着
た
豪
華
な
レ
ー
ス
の
下
着
も
、
時

間
を
か
け
た
化
粧
も
、
意
味
を
失
っ
て
い
た
。
恋
人
が
来

た
の
か
来
な
か
っ
た
の
か
、
私
は
聞
か
な
か
っ
た
。

  

「
あ
ん
た
の
せ
い
で
」
母
が
絞
り
出
す
よ
う
に
言
っ
た
。

「
あ
ん
た
さ
え
生
ん
で
な
け
れ
ば
。
あ
ん
た
さ
え
、
い
な

け
れ
ば
」

　

母
の
呪
詛
は
聞
き
慣
れ
て
い
る
。
な
に
か
悪
い
こ
と
が

起
き
れ
ば
、
い
つ
も
私
の
せ
い
に
な
る
。

  「
ご
め
ん
ね
」

　

ご
め
ん
ね
、
生
ま
れ
て
き
て
し
ま
っ
て
。
心
の
底
か
ら

原
罪
を
詫
び
、
母
の
し
て
ほ
し
い
こ
と
を
す
る
。
痙
攣
す

る
下
肢
を
さ
す
り
、
60
キ
ロ
の
体
躯
を
な
め
ら
か
に
ベ
ッ

ド
へ
移
す
。
泣
き
た
い
だ
け
泣
け
る
よ
う
に
ク
ッ
シ
ョ
ン

を
か
き
集
め
、
母
の
背
中
に
押
し
当
て
る
。
抽
斗
か
ら
は

聖
書
を
出
す
。

  『
空
の
空
、
一
切
は
空
』

　

ホ
テ
ル
の
客
室
の
抽
斗
に
は
、
必
ず
聖
書
が
入
っ
て
る

の
。
夜
に
朝
に
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
は
聖
書
を
開
き
、
神
様
に

祈
る
か
ら
。
そ
れ
く
ら
い
聖
書
は
メ
ジ
ャ
ー
な
も
の
な
の

よ
、
と
母
は
マ
ス
カ
ラ
を
塗
り
な
が
ら
言
っ
た
。
そ
の
夜
、

私
は
母
と
博
多
の
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
て
い
た
。
母
が
ネ
ッ

ト
で
知
り
合
っ
た
と
い
う
恋
人
に
会
う
た
め
だ
っ
た
。

　

も
う
じ
き
彼
が
来
る
か
ら
、
あ
な
た
好
き
に
遊
ん
で

ら
っ
し
ゃ
い
。
初
め
て
の
街
で
、
高
校
生
の
私
は
放
り
出

さ
れ
た
。
ま
だ
ス
マ
ホ
も
な
い
、
ｉ
モ
ー
ド
の
時
代
。
し

か
も
夜
。
ど
こ
に
何
が
あ
る
の
か
も
わ
か
ら
な
い
。
ご
機

嫌
な
母
と
は
裏
腹
に
、
私
は
こ
の
後
起
き
る
事
態
を
暗
澹

た
る
気
持
ち
で
予
測
し
つ
つ
、
思
っ
た
。
こ
こ
は
九
州
。

誰
も
私
の
こ
と
を
知
ら
な
い
。
こ
の
ま
ま
吉
野
ケ
里
遺
跡

を
見
に
行
っ
て
、
逃
げ
て
し
ま
い
た
い
、
と
思
っ
た
。
吉

野
ケ
里
の
後
は
、
長
崎
で
中
華
街
に
遊
ぶ
。
そ
の
後
は
、

そ
の
後
は
ど
う
し
よ
う
。
そ
の
ま
ま
母
の
も
と
に
戻
ら
ず
、

消
え
て
し
ま
う
の
は
ど
う
だ
ろ
う
。

　

ぼ
ん
や
り
考
え
た
も
の
の
、
私
に
は
行
動
力
も
資
金
も

な
い
。
匂
い
に
誘
わ
れ
る
が
ま
ま
ホ
テ
ル
か
ら
ほ
ど
近
い

　

私
は
伝
道
者
の
書
を
朗
読
す
る
。『
曲
が
っ
た
も
の
は
、

ま
っ
す
ぐ
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
欠
け
た
も
の
は
数

え
る
こ
と
が
で
き
な
い
』

　

母
は
お
ん
お
ん
泣
い
て
い
る
。
求
め
て
も
求
め
て
も
、

彼
女
は
男
に
愛
さ
れ
な
い
。

　

私
は
母
が
う
ま
く
、
そ
し
て
早
く
死
ね
る
よ
う
に
と

願
っ
た
。
恋
に
は
奔
放
で
、
離
婚
す
る
程
度
に
は
自
由
で
、

そ
れ
で
い
て
自
殺
で
き
な
い
程
度
に
は
敬
虔
な
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
で
あ
る
彼
女
の
、
深
い
絶
望
と
悲
し
み
は
、
死
に

よ
っ
て
し
か
救
わ
れ
な
い
と
ほ
と
ん
ど
確
信
す
ら
し
て
い

た
。

  

「
今
度
は
、
普
通
に
来
よ
う
よ
。
博
多
。
ラ
ー
メ
ン
、
お

い
し
い
よ
」

　

恐
る
恐
る
母
の
背
を
さ
す
る
。
母
は
私
を
振
り
払
う
。

  「
だ
い
っ
き
ら
い
」

　

空
の
空
。
一
切
は
空
。
ホ
テ
ル
に
泊
ま
り
抽
斗
に
触
れ

る
た
び
に
、
思
い
出
さ
れ
る
母
の
記
憶
。

●
選
評
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
び
わ
し
ゅ
さ
ん
、
私
に
は
こ
の
エ
ッ
セ
イ
が
最
も
心
に
響
き
ま
し
た
。

明
ら
か
に
放
置
さ
れ
、
虐
待
を
受
け
て
い
た
筆
者
。「
な
に
か
悪
い
こ
と

が
起
き
れ
ば
、
い
つ
も
私
の
せ
い
に
な
る
」

　
そ
れ
で
も
ホ
テ
ル
の
抽
斗
の
聖
書
は
、
語
り
か
け
る
よ
う
に
そ
こ
に
あ

る
の
で
す
。

　
き
っ
と
こ
の
か
た
は
、
な
に
か
し
ら
の
表
現
者
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
だ

ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。�

（
林
あ
ま
り
）

青
春
の
旅

ま
っ
ち

　

１
９
８
９
年
５
月
、
２
４
歳
の
私
は
薄
曇
り
の
ヒ
ー
ス

ロ
ー
空
港
に
降
り
立
っ
た
。『
地
の
果
て
ま
で
』
と
い
う
キ

リ
ス
ト
教
の
新
聞
を
発
行
し
て
い
る
団
体
が
主
催
す
る
イ

ギ
リ
ス
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
語
学
留
学
の
旅
に
応
募
し
た
。
滞

在
先
は
ブ
リ
ス
ト
ル
と
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
か
ら
選
べ
た
が
、

私
は
ブ
リ
ス
ト
ル
を
選
ん
だ
。
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●
選
評

　
イ
ギ
リ
ス
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
た
36
年
前
、
語
学
学
校
の
ふ
た
り
だ
け

の
日
本
人
と
し
て
筆
者
は
千
絵
さ
ん
と
親
し
く
な
り
ま
し
た
。
彼
氏
と
破

局
し
た
千
絵
さ
ん
に
う
ま
く
言
葉
を
か
け
ら
れ
な
か
っ
た
筆
者
が
別
れ
際

に
渡
し
た
の
は
、
祖
母
か
ら
も
ら
っ
た
自
分
の
大
切
な
聖
書
。
そ
の
後
の

千
絵
さ
ん
の
消
息
は
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
聖
書
に
託
し
た
想
い
が
心
に

響
き
ま
す
。�

 （
清
涼
院
流
水
）

　

マ
カ
イ
ラ
と
い
う
か
わ
い
ら
し
い
３
歳
の
女
の
子
が
い

る
若
い
カ
ッ
プ
ル
の
ご
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
な
が
ら
、

平
日
は
語
学
学
校
に
通
い
、
週
末
は
家
族
で
教
会
の
日
曜

礼
拝
に
出
席
し
た
り
、
近
く
の
観
光
地
に
連
れ
て
行
っ
て

も
ら
っ
た
り
し
て
過
ご
し
た
。

　

ホ
ス
ト
マ
ザ
ー
、
と
い
っ
て
も
私
よ
り
も
３
歳
年
上
な

だ
け
の
タ
ニ
ア
は
専
業
主
婦
で
、
毎
朝
マ
カ
イ
ラ
を
抱
っ

こ
し
て
、
玄
関
先
ま
で
語
学
学
校
に
通
う
私
を
見
送
っ
て

く
れ
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ー
ザ
ー
の
ジ
ョ
ン
は
タ
ニ
ア
と
同

い
年
で
、
近
く
の
日
本
企
業
に
技
術
者
と
し
て
勤
務
し
て

い
た
。
家
の
中
で
は
ジ
ョ
ン
が
１
番
早
起
き
で
、
朝
ご
飯

の
ト
ー
ス
ト
と
コ
ー
ヒ
ー
、
ミ
ル
ク
や
シ
リ
ア
ル
な
ど
の

朝
食
の
準
備
を
し
て
く
れ
、
私
が
そ
れ
を
食
べ
始
め
た
こ

ろ
に
出
勤
し
て
行
っ
た
。
そ
の
後
タ
ニ
ア
と
マ
カ
イ
ラ
が

起
き
て
き
て
私
と
一
緒
に
朝
食
を
い
た
だ
い
た
。
ブ
リ
ス

ト
ル
は
市
の
中
心
部
に
世
界
最
古
の
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
が

あ
り
、
そ
の
近
く
に
私
の
通
う
語
学
学
校
が
あ
っ
た
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
家
は
、
郊
外
に
あ
っ
た
の
で
、
毎
朝

バ
ス
で
通
学
し
た
。
語
学
学
校
の
生
徒
た
ち
は
、
世
界
中

か
ら
集
め
ら
れ
て
い
て
、
ス
イ
ス
、
エ
ジ
プ
ト
、
中
近
東

な
ど
肌
の
色
や
人
種
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
。
一
人
だ
け

日
本
人
の
子
が
い
て
、
同
年
代
な
こ
と
も
あ
り
、
す
ぐ
に

仲
良
く
な
っ
た
。
そ
の
女
の
子
千
絵
さ
ん
は
１
年
前
か
ら

そ
の
語
学
学
校
に
通
っ
て
お
り
、
す
で
に
英
語
は
ペ
ラ
ペ

ラ
だ
っ
た
。
私
は
１
か
月
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、
滞
在
中

ほ
と
ん
ど
千
絵
さ
ん
と
ば
か
り
話
し
て
い
た
た
め
、
結
局

あ
ま
り
英
語
が
身
に
つ
か
な
い
ま
ま
、
終
わ
っ
て
し
ま
っ

た
。
千
絵
さ
ん
は
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
日
本
人
の
私
と
話

す
の
が
楽
し
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

千
絵
さ
ん
は
結
婚
も
考
え
て
い
た
彼
氏
と
破
局
し
た
ば

か
り
で
、
一
緒
に
ブ
リ
ス
ト
ル
の
街
中
を
歩
い
て
い
る
と

き
、
ふ
と
涙
ぐ
む
時
が
あ
っ
た
。
日
本
で
は
キ
リ
ス
ト
教

系
の
女
子
大
を
卒
業
し
た
こ
と
も
あ
り
、
聖
書
の
知
識
が

あ
り
、
英
語
の
聖
書
を
購
入
し
、
読
み
始
め
た
ば
か
り
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
英
語
の
聖
書
は
理
解
で
き
て
も
、
微

妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
伝
わ
ら
ず
、
日
本
語
の
聖
書
が
欲
し

い
と
言
っ
て
い
た
。
私
は
恋
愛
経
験
が
皆
無
で
、
な
か
な

か
千
絵
さ
ん
の
気
持
ち
に
寄
り
添
う
よ
う
な
こ
と
が
言
え

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
心
の
中
で
千
絵
さ
ん
が
キ
リ
ス
ト

に
会
い
、
心
が
救
わ
れ
る
よ
う
に
祈
っ
て
い
た
。
私
は
ク

リ
ス
チ
ャ
ン
だ
っ
た
祖
母
か
ら
、
小
学
生
の
時
に
も
ら
っ

た
口
語
訳
の
聖
書
を
日
本
か
ら
持
っ
て
き
て
い
た
。
最
後

の
日
に
空
港
ま
で
見
送
り
に
来
て
く
れ
て
い
た
千
絵
さ
ん

に
、
別
れ
際
に
そ
の
聖
書
を
渡
す
こ
と
が
で
き
た
。

　

そ
れ
か
ら
３
６
年
が
経
過
し
た
。
あ
の
聖
書
は
今
、
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
は
知
る
由
も
な
い
。
し
か
し
、
あ
の

時
、
聖
書
を
必
要
と
し
て
い
た
人
に
タ
イ
ム
リ
ー
に
聖
書

を
渡
す
こ
と
が
で
き
た
。
神
の
言
葉
で
あ
る
聖
書
が
き
っ

と
千
絵
さ
ん
を
助
け
、
導
い
て
く
れ
た
と
信
じ
て
い
る
。

初
め
て
の
教
会
訪
問
は

G
P
S
ゲ
ー
ム
と
共
に

朝
霧
翼

　

2
0
2
0
年
代
某
日
、
私
は
神
田
の
教
会
前
に
い
た
。

　

手
に
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
G
P
S
を
利
用
し
た
位
置

情
報
ア
プ
リ
ゲ
ー
ム
。
画
面
に
映
る
ア
バ
タ
ー
の
私
は
、

お
気
に
入
り
の
モ
ン
ス
タ
ー
を
引
き
連
れ
て
。

　

暴
虐
な
る
両
親
が
い
る
群
馬
の
実
家
を
出
て
、
東
京
の

友
人
の
家
に
転
が
り
込
み
。

　

家
事
代
行
と
し
て
そ
こ
そ
こ
に
仕
事
を
こ
な
し
て
い
た

日
々
。
仕
事
で
は
色
々
な
路
線
を
利
用
し
、
た
く
さ
ん
歩

き
、
様
々
な
お
宅
を
訪
問
す
る
。
東
京
と
い
う
地
理
的
条

件
も
相
ま
っ
て
、
位
置
情
報
ア
プ
リ
ゲ
ー
ム
は
と
て
も

捗
っ
た
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
G
P
S
を
利
用
し
、
特
定
の
『
地

点
』
に
行
く
と
モ
ン
ス
タ
ー
を
捕
獲
し
た
り
、
戦
っ
た
り

で
き
る
ゲ
ー
ム
。
当
時
は
と
て
も
流
行
っ
て
い
た
。

　

駅
に
行
く
の
に
必
ず
通
る
道
に
、
大
き
な
教
会
が
あ
っ

た
。
そ
こ
は
必
ず
モ
ン
ス
タ
ー
の
出
る
『
地
点
』
で
、
私

は
歩
道
の
邪
魔
に
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
、
モ
ン
ス
タ
ー
と

戦
っ
て
い
た
。

　

レ
イ
ド
バ
ト
ル
。
つ
ま
り
、
複
数
人
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
で

一
体
の
強
い
モ
ン
ス
タ
ー
を
倒
す
。
こ
う
い
っ
た
ゲ
ー
ム

に
は
ち
ょ
っ
と
し
た
待
機
時
間
が
あ
っ
て
、
そ
の
間
に
私

は
教
会
の
掲
示
し
て
い
た
プ
リ
ン
ト
を
読
ん
で
み
た
。

　
『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
』。
貧
し
い
人
に
お
食
事
を
配
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
し
か
っ
た
。

　

私
の
職
能
が
生
か
せ
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
。
ま

た
、
転
が
り
込
む
先
が
友
人
の
家
で
な
か
っ
た
ら
、
も
し
、

そ
こ
が
東
京
の
路
上
だ
っ
た
ら
…
…
き
っ
と
こ
う
い
う
支

援
を
受
け
る
立
場
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
今
日
の
仕
事
が
終

わ
っ
た
ら
、
問
い
合
わ
せ
て
み
よ
う
。

　

そ
し
て
簡
単
な
手
続
き
を
経
て
、
私
は
教
会
の
人
の
お

手
伝
い
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

夜
の
東
京
の
ド
真
ん
中
。
路
上
生
活
を
し
て
い
る
方
を

中
心
に
、
炊
き
出
し
を
す
る
。
初
日
に
「
最
後
尾
は
あ
ち

ら
で
す
よ
」
と
言
わ
れ
て
並
ん
で
み
た
ら
も
ら
う
方
の
列

だ
っ
た
時
は
少
し
焦
っ
た
が
、
そ
れ
な
り
に
お
手
伝
い
は

で
き
た
と
思
う
。

　

教
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
、
私
は
礼
拝
に
も

興
味
を
持
ち
、
日
曜
日
に
な
る
と
通
っ
た
。

　

し
ば
ら
く
通
っ
た
後
、
牧
師
さ
ん
に
促
さ
れ
て
皆
の
前

に
出
て
、
信
仰
を
告
げ
た
。
何
を
話
し
た
の
か
は
緊
張
し

て
覚
え
て
い
な
い
け
ど
。

　
「
君
に
は
見
込
み
が
あ
る
か
ら
」
と
渡
さ
れ
た
ポ
ケ
ッ

ト
版
の
新
約
聖
書
。
仕
事
以
外
で
認
め
て
も
ら
っ
た
こ
と

が
嬉
し
く
て
、
ず
っ
と
私
の
宝
物
だ
。

　

教
会
に
行
く
と
聖
書
は
貸
し
て
く
れ
る
か
ら
、
持
ち
歩

く
こ
と
は
な
い
け
れ
ど
、
家
で
取
り
出
し
て
は
様
々
な
言

葉
を
な
ぞ
る
。

　

位
置
情
報
ア
プ
リ
ゲ
ー
ム
。
モ
ン
ス
タ
ー
と
一
緒
の
旅
。

そ
の
旅
は
私
を
、
信
仰
と
い
う
目
的
地
に
連
れ
て
行
っ
て

く
れ
た
。

　
『
地
点
』
に
い
る
モ
ン
ス
タ
ー
と
戦
う
の
が
目
的
だ
っ

た
。
け
れ
ど
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
教
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
参
加
し
、
礼
拝
に
参
加
し
。

　

数
回
の
引
越
し
を
経
た
今
も
、
私
の
本
棚
に
は
神
田
の

教
会
で
い
た
だ
い
た
聖
書
が
あ
る
。

●
選
評
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
「
G
P
S
を
利
用
し
た
位
置
情
報
ア
プ
リ
ゲ
ー
ム
」
が
登
場
し
た
当
初
、

教
会
を
含
む
宗
教
施
設
が
ゲ
ー
ム
上
の
重
要
ポ
イ
ン
ト
に
（
自
動
的
に
）

設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
め
ぐ
っ
て
宗
教
サ
イ
ド
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
反
応

が
見
ら
れ
た
。
第
三
者
に
よ
っ
て
「
聖
域
」
が
荒
ら
さ
れ
か
ね
な
い
と
危

惧
す
る
否
定
的
な
も
の
が
大
半
を
占
め
る
中
、
動
機
は
何
で
あ
れ
少
し
で

も
接
点
に
な
る
の
な
ら
と
わ
ず
か
な
可
能
性
に
期
待
す
る
声
も
あ
っ
た
。

本
作
は
「『
地
点
』
に
い
る
モ
ン
ス
タ
ー
と
戦
う
」
目
的
で
教
会
を
訪
れ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
、
礼
拝
に
も
参
加
す
る
と
い
う
事
例
が
実
際
に

あ
っ
た
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。
聖
書
へ
の
ア
ク
セ
ス
方
法
は
実
に
多
様

で
、
何
が
ど
う
用
い
ら
れ
る
か
は
神
の
み
ぞ
知
る
。
そ
ん
な
ご
く
当
た
り

前
の
こ
と
を
改
め
て
教
え
て
く
れ
た
。�

（
松
谷
信
司
）

コ
ロ
ナ
禍
の
信
仰

永
江
恵
利

　

2
0
2
1
年
5
月
20
日
、
母
が
発
熱
し
、
P
C
R
検
査

を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
初
回
の
検
査
で
は
陰
性
だ
っ

た
が
、
数
日
後
に
再
び
発
熱
し
、
2
回
目
の
検
査
で
陽
性

と
診
断
さ
れ
た
。
肺
炎
も
併
発
し
て
い
た
が
、
当
時
は
ホ

テ
ル
療
養
施
設
も
満
室
で
、
自
宅
療
養
を
指
示
さ
れ
た
。

し
か
し
、
母
の
容
態
は
急
速
に
悪
化
し
て
い
っ
た
。

　

何
度
も
保
健
所
に
電
話
を
か
け
、
懇
願
の
末
、
よ
う
や

く
ホ
テ
ル
療
養
の
手
配
が
整
っ
た
。
し
か
し
、
ホ
テ
ル
到

着
後
に
酸
素
濃
度
の
低
下
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
緊
急

搬
送
さ
れ
る
事
態
と
な
っ
た
。
診
断
は
間
質
性
肺
炎
。
濃

厚
接
触
者
と
し
て
自
宅
で
待
機
し
て
い
た
私
は
、
母
の
容

態
が
刻
一
刻
と
悪
化
す
る
中
で
、
病
院
に
行
く
こ
と
も
叶

わ
な
か
っ
た
。

　

夜
中
の
2
時
、
電
話
が
鳴
っ
た
。「
今
夜
が
峠
か
も
し

れ
ま
せ
ん
の
で
、
覚
悟
を
し
て
く
だ
さ
い
。」
そ
の
言
葉

は
、
ま
る
で
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
よ
う
で
現
実
と
は
思
え
な

か
っ
た
。

　
「
も
し
、
母
に
何
か
あ
れ
ば
ど
う
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
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佳
作

青
い
聖
書�

原 

悠
華

聖
書
と
歴
史
の
旅�

佐
々
木
和
宏

ア
ガ
ペ
ー
と
は
何
か
知
り
た
く
て�  

豊
田
航
志
朗

或
る
家
族
の
旅
路�

福
井
た
か
ひ
ろ

散
々
な
旅
に
待
っ
て
い
た
も
の�

森 

惇

取
り
去
り
給
う�

銀
次
郎

「
ご
き
げ
ん
よ
う
」
で
始
ま
っ
た
私
と
聖
書
の
旅�

古
賀
裕
一

お
ふ
く
ろ
の
苦�

ひ
ろ

叶
え
ら
れ
な
か
っ
た
祈
り�

冬
崎 

桂

旅
の
行
き
先�

川
崎
栄
太

シ
ス
タ
ー
に
会
い
に�

木
一
湖

第
3
回
聖
書
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
応
募
合
計
88
点

●
選
評
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
2
0
2
3
年
５
月
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
位
置
付
け
が
「
５

類
」
に
な
っ
た
時
に
、
私
た
ち
は
あ
る
種
コ
ロ
ナ
禍
の
危
機
を
脱
し
た
事

を
、
今
で
は
遠
い
昔
の
よ
う
に
覚
え
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
経
験
し
た

試
練
は
、
震
災
の
時
と
は
ま
た
異
な
っ
た
意
味
で
私
た
ち
の
記
憶
に
深
く

刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
周
囲
で
も
コ
ロ
ナ
感
染
に
よ
っ
て
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
が
お
ら

れ
ま
し
た
。
死
線
を
く
ぐ
り
抜
け
て
生
還
し
た
方
々
も
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
よ
う
な
事
を
思
い
起
こ
さ
せ
て
く
れ
る
作
品
と
し
て
、
こ
ち
ら
を
選
ば
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
厳
し
い
病
の
試
練
を
通
る
中
で
、「
お
守
り
く
だ
さ
い
」

と
い
う
神
へ
の
涙
の
叫
び
の
声
が
届
き
、
つ
い
に
は
洗
礼
へ
と
導
か
れ
た
と

い
う
ス
ト
ー
リ
ー
（
証
）
は
読
む
も
の
に
と
っ
て
大
い
な
る
慰
め
で
す
。

  

「
あ
な
た
が
た
を
襲
っ
た
試
練
で
、
世
の
常
で
な
い
も
の
は
あ
り
ま
せ

ん
。
神
は
真
実
な
方
で
す
。
あ
な
た
が
た
を
耐
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
試
練

に
遭
わ
せ
る
こ
と
は
な
さ
ら
ず
、
試
練
と
共
に
、
そ
れ
に
耐
え
ら
れ
る
よ

う
、
逃
れ
る
道
を
も
備
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
。」（
聖
書
協
会
共
同
訳　
Ⅰ
コ

リ
ン
ト
10
：
13
）

　
信
仰
の
旅
路
を
続
け
て
く
だ
さ
い
。
神
の
祝
福
が
豊
か
に
あ
り
ま
す
よ

う
に
。�

（
具
志
堅
聖
）

第3回 聖書エッセイコンテスト 授賞式
特別対談「聖書×旅」林あまり氏×清涼院流水氏×松谷信司氏

　2025年1月25日（土）午後、銀座資生堂ビル9階「ワー

ドホール」を会場に、エッセイコンテストの授賞式が対面

とオンラインのハイブリッドで開催されました。ノミネートさ

れた方やご家族も含め多くの方にご来場いただきました。

みなさんが固唾を呑んで見守る中、過去最多の応募数88

作品からノミネートされた18作品のうち、大賞、準大賞、

佳作、特別賞の発表がなされました。今回は昨年の２つ

の特別賞、あまり賞と流水賞に加え、キリスト新聞社代表

取締役社長松谷信司氏が選んだ松谷賞と当協会総主事が

選んだ総主事賞の２賞も授与されました。

　大賞を受賞されたこばやしきよ様（「かばんの中の小さ

な聖書」）は執筆を振り返り「いつも聖書はそばにあって私

を励まして導いてきてくれました」「娘にも信仰を受け継ぐ

ことができて本当にうれしく思います」とコメントされまし

た。来場が叶わなかった受賞者もオンラインでコメントを

いただきました。

　授賞式後は、審査員を務めた3人を登壇者として迎え特

別対談が行われました。受賞作品に対する登壇者のそれ

ぞれの思いと聖書×旅というテーマについて登壇者の経験

なども交え語っていただきました。

　授賞式及び特別対談のもようは日本聖書

協会YouTubeチャンネルで公開しています。

大賞の授与（右・こばやしきよさん） 特別対談の様子

う
か
。」
私
は
尋
ね
た
。
し
ば
ら
く
の
沈
黙
の
後
、
返
っ

て
き
た
答
え
は
、「
も
し
危
篤
状
態
に
な
れ
ば
、
防
護
服

を
着
た
状
態
で
面
会
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

濃
厚
接
触
者
と
し
て
の
状
態
で
は
病
院
に
入
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。」
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。「
そ
う
で
す
か
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」
と
電
話
を
切
り
、
そ
の
意
味

を
考
え
な
が
ら
も
理
解
が
追
い
つ
か
な
か
っ
た
。

　

カ
ー
テ
ン
の
外
が
明
る
く
な
る
頃
、
も
し
か
し
た
ら
、

生
き
て
い
る
母
に
は
も
う
会
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
い

や
、
亡
く
な
っ
た
母
に
す
ら
会
え
な
い
の
か
も
し
れ
な
い

と
気
づ
き
、
涙
が
止
め
ど
な
く
溢
れ
た
。

　

こ
の
時
期
、
母
の
病
気
と
の
闘
い
は
私
に
と
っ
て
も
大

き
な
試
練
だ
っ
た
。
母
が
信
仰
と
愛
で
家
族
を
支
え
、
私

た
ち
を
導
い
て
き
た
よ
う
に
、
私
も
ま
た
神
の
助
け
を
求

め
る
旅
に
出
た
の
だ
。
こ
の
祈
り
の
旅
は
、
私
に
と
っ
て

初
め
て
の
神
へ
の
祈
り
の
旅
で
も
あ
っ
た
。

　
「
神
様
、
ど
う
か
母
を
お
守
り
く
だ
さ
い
。」
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
で
な
い
私
が
、
生
ま
れ
て
初
め
て
神
に
祈
っ
た
。

母
は
い
つ
も
神
を
信
頼
し
、
家
族
を
導
い
て
く
れ
た
。
そ

の
姿
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
何
よ
り
も
大
き
な
支
え
だ
っ

た
。
私
た
ち
が
祈
ら
な
く
て
も
母
が
祈
っ
て
く
れ
て
い
た

こ
と
を
、
改
め
て
実
感
し
た
。

　

奇
跡
が
起
き
た
。
母
は
一
命
を
取
り
留
め
た
の
だ
。
入

院
か
ら
4
か
月
後
、
ガ
ラ
ス
越
し
に
再
会
し
た
母
は
ベ
ッ

ド
に
横
た
わ
り
、
驚
く
ほ
ど
細
く
、
弱
々
し
か
っ
た
。
し

か
し
、
6
か
月
後
、
退
院
の
日
に
は
頼
り
な
い
足
取
り
な

が
ら
も
、
自
分
の
足
で
歩
い
て
部
屋
に
入
っ
て
き
た
。
そ

れ
は
ま
さ
に
奇
跡
だ
っ
た
。
同
行
し
て
く
れ
た
看
護
師
さ

ん
も
涙
を
流
し
て
い
た
。
私
た
ち
は
た
だ
た
だ
神
の
力
を

感
じ
た
。
母
が
再
び
輝
く
姿
が
は
っ
き
り
と
見
え
た
。

　
「
彼
は
わ
た
し
を
慕
う
者
だ
か
ら
彼
を
災
い
か
ら
逃
れ

さ
せ
よ
う
。
わ
た
し
の
名
を
知
る
者
だ
か
ら
、
彼
を
高
く

上
げ
よ
う
。
彼
が
私
を
呼
び
求
め
る
と
き
、
彼
に
答
え　

苦
難
の
襲
う
と
き
、
彼
と
共
に
い
て
助
け　

彼
に
名
誉
を

あ
た
え
よ
う
。」

　

2
0
2
4
年
4
月
、
洗
礼
を
受
け
た
私
が
見
つ
け
た
こ

の
聖
句
が
、
あ
の
困
難
な
時
期
に
私
が
感
じ
た
信
仰
の
旅

の
証
で
あ
る
。

　

あ
な
た
の
存
在
が
、
私
の
心
に
深
く
刻
ま
れ
た
こ
と
を

感
謝
い
た
し
ま
す
。

聖書エッセイ聖書エッセイ
コンテストコンテスト

第4回

応募要項の発表は
5月以降の予定です。
日本聖書協会公式ウェブサイト
特設ページをご覧ください

開催決定

https://www.bible.or.jp/
bibleessaycontest4.html

日時：2025 年 10 月 1 日（水） 午後 3 時〜 4 時半
会場：東京カテドラル聖マリア大聖堂・カトリック関口教会
　　　（東京都文京区関口 3-16-15）

日時：同日 午後 5 時〜 7 時
会場：ホテル椿山荘東京 ホテル棟 1F「Ballroom」（関口教会向かい）

日本聖書協会 聖書普及事業 150 年記念式典
及びレセプションを開催いたします。
ぜひご出席ください。

式典

レセプション

詳細はこちらから　　　https://www.bible.or.jp/150th_anniversary.html

公式ウェブサイトに全受賞作品を掲載しています　
https://www.bible.or.jp/bible_essay_contest/award-3rd
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　現在、 聖書協会には、 2019年に合併したキリスト教
視聴覚センター（AVACO）が前身の視聴覚部がある。だ
が、それ以前にも視聴覚部が存在した時期があった。 活
動内容は16ミリトーキー映写機、 幻灯機、 人形芝居、
紙芝居、 展示用聖書を常備し、 希望に応じて全国の教
会に出張するというものであった。 1954年4月の発足時、
映写機１台、トーキーフィルム５本、 テープレコーダー１台、
幻灯機25台、 幻灯フィルム300本を保有していた。 同年
の活動実績は、 全国各地を巡回し、「通算124回の諸集
会に出席し、 礼拝説教・講演・映画・人形芝居及び講習
等」への奉仕であった（『聖書協会報』1955年2月号）。
　視聴覚部の発足には、 関西支社から銀座本社に移った
石川義

ぎ

一
い ち

（1902生〜1990没、 1948〜1967まで聖書協
会に在職）の働きが大きかった。 石川は、日本日曜学校
協会総主事や大阪女学院教諭を務めたのち聖書協会に
入った。 キリスト教視聴覚教育のエキスパートで、 殊に人
形劇に関する造詣が深く、『人

ギ ニ ョ ー ル

形芝居の研究』という著
作のほか、 雑誌『AVACO』1958年5〜7・8月号で3回に
わたり「人形芝居概観」という記事を寄稿している。
　石川は、 関西支社主事の頃から頒布活動に人形芝居
を活用していた。 当時の四季報には、「関西支社に於い
ても、 石川主事が得意の人形芝居をもって十月、 四国各
地へ普及員の応援に出掛けこれまた現地普及員を非常に 

勇気づけ…」とある（『聖書と日本』1951年11月号）。 視
聴覚部でも「人形芝居は視聴覚部石川主事が演じるもの
で、 人形だけの貸し出しはいたしません」とあり、 彼の独
壇場であった。 視聴覚部が四季報に登場するのは、1961
年6月号が最後である。 視聴覚部は普及部の石川が兼任
した部署と思われ、 テレビの普及とともに聖書協会の視
聴覚活動も下火になったようだ。
　　　　　　　　　 （日本聖書協会編集部　飯島克彦）

松山番町教会前に掲げられた人形
芝居と幻灯会の案内板（1951年）

第3回北海道特別頒布の際に撮影された写真（1954年）
写真中央が石川義一

社町（現兵庫県加東市）で上演された人形劇の様子（1951年）
舞台左で石川義一が説明している

人形劇を食い入るように見る子ど
もたち（1953年、函館で撮影）
娯楽の少ない時代、人形劇や幻
灯は子どもたちの楽しみだった

石川義一と視聴覚部の働き新・新・歴史接写歴史接写
4

　
S
O
W
E
R
「
1
5
0
年
記
念
号
」
を
お
届

け
で
き
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
日
本
に

み
こ
と
ば
を
届
け
る
拠
点
を
設
置
し
て
か
ら

1
5
0
年
。
人
の
齢
を
優
に
超
え
る
年
月
の
重

み
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
制
作
に
あ
た
り
、
海
外
か
ら
取
り
寄
せ
た
19

世
紀
の
資
料
や
過
去
の
年
報
・
機
関
誌
を
耽
読

し
ま
し
た
。
来
日
時
、
す
で
に
70
年
近
い
歴
史

と
経
験
を
積
ん
で
い
た
三
国
聖
書
協
会
で
さ
え
、

宗
教
・
言
語
・
文
化
の
異
な
る
日
本
で
の
活
動

は
苦
難
の
連
続
で
、
翻
訳
の
権
利
問
題
、
印
刷

の
効
率
化
や
価
格
設
定
を
め
ぐ
る
対
立
な
ど
、

様
々
な
試
練
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
を
乗
り
越
え
、
働
き
手

た
ち
が
心
を
一
つ
に
し
て
今
日
に
至
っ
た
こ
と

を
思
う
と
胸
が
熱
く
な
り
ま
す
。
枝
葉
末
節
で

な
く
、
神
様
が
示
す
究
極
の
目
標
の
み
に
共
に

目
を
向
け
て
進
ん
で
い
け
ば
、
大
き
な
働
き
を

継
続
で
き
る
こ
と
を
改
め
て
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
1
8
7
5
年
か
ら
今
日
ま
で
、
聖
書
の
働
き

に
尽
力
し
た
先
輩
た
ち
や
支
援
者
が
多
く
い
ま

す
。
一
人
ひ
と
り
の
お
名
前
を
挙
げ
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、「
み
こ
と
ば
を
届
け
る
！
」
と

い
う
彼
ら
･
彼
女
ら
の
強
い
思
い
の
上
に
今
の

日
本
聖
書
協
会
が
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
心

に
刻
み
ま
す
。

　
今
、
私
た
ち
の
前
に
は
、
雪
の
よ
う
に
真
っ
白

な
ペ
ー
ジ
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
そ
こ

に
ど
ん
な
物
語
を
描
い
て
い
く
の
か
。
主
と
共

に
、
聖
書
協
会
の
挑
戦
は
続
き
ま
す
。�

（
Ｅ
Ｂ
）

編
集
後
記

　2024年10月7日から約6日間、カナダのトロントに

おいて UBS Fellowship Event と題する会合が開催

されました。200名を超える聖書協会代表者・スタッ

フや聖書事業関連団体担当者などが集いました。前

年にUBS世界大会で採択された「エフモンド宣誓」

にある７つの課題についての活動報告がなされ、そ

れを中心に全体会議が行われました。

　また、コロナ禍で多くのプロジェクトが中断され

ていた「ISP（国際サポート・プログラム）」の再開

と刷新の取り組みがなされ、個別の協議の時が持た

れました。聖書事業プロジェクトのための支援の必

要性は大きく、そのために資金をどのように拠出し

ていくかなど、真剣な議論が長時間行われました。

これが2025年にさまざまな形で展開されていくこと

を期待しています。

　さて、今回の会合のホストはカナダ聖書協会

（Canadian Bible Society/略称CBS）でした。現在、

CBSの総主事はUBS世界理事の⼀⼈でもあるダス・

ルペン（Das Rupen）⽒です。CBSは1904年に始ま

り、2024年で120年を迎えましたが、過去20年ほど

は多くの問題を抱え、活動が低迷していました。長

い歴史を積み重ねる中でCBSは本来のミッションを

見失うようになり、組織が硬直化し、時代の変化に

よる外部環境への適応力が無くなっていった、と述

べていました。ルペン⽒は多くの反対に合いながら

も、⼤幅なリストラを敢行し、本部事務所を売却・

移転し、大幅な構造改⾰を行いました。そして、

CBSをよりエキュメニカルな組織とし、教会・教

派・教団との関係を刷新し、聖書協会の事業を復活

させました。

　ルペン氏はもともと宣教学の専門家です。過去に

は緊急支援も行うNGOであるワールド・ビジョンの

責任者でもありました。彼は「組織は新しい革袋が

必要になる時が必ずくる。その時、時代に即した刷

新を行い、ミッションとチャレンジ精神を忘れず、

前向きに取り組むことが大切だ」と、他の多くの聖

書協会のリーダーを励ましました。その他にも、す

でに世界的に起きている高齢化社会の課題などの意

見交換も行うことができ、とても有益な時を持ちま

した。大きな励ましとなりました。

　2025年、私ども日本聖書協会は聖書普及事業150

年の記念の年を迎えます。団塊の世代の約800万人

が後期高齢者となる「2025年問題」が起きています。

日本聖書協会はこの時代の大きな流れにどう対応

し、どのように刷新させていくことが必要なのか。

日本の宣教や教会形成において、どのような役割が

求められているのか。この一年、そのようなことを

特に心に思い巡らせながら歩んでまいります。どう

ぞ皆さまのお祈りとご支援をお願いいたします。

ソア53号発行によせて
総主事  具志堅  聖　         	
General Secretary
Gushiken Kiyoshi 



わたしの聖書物語
神さまの大いなる計画

N・T・ライト 著

250

テサロニケは、海
うみ

のそばにあるギリシアの大
おお

きな町
まち

でした。パウロはこの町
まち

を
訪
おとず

れて、イエスさまのことを語
かた

りました。おおぜいの人
ひと

がイエスさまを信
しん

じましたが、
さわぎを起

お

こした人
ひと

たちがいたため、パウロは町
まち

を去
さ

らなければなりませんでした。
パウロはアテネに移

うつ

り、その町
まち

で、テサロニケのクリスチャンに向
む

けて手
て

紙
がみ

を
書
か

きました。手
て

紙
がみ

のなかで、パウロはこのように述
の

べています。
「あなたたちがイエスさまに従

したが

おうとするとき、それに腹
はら

をたてて混
こん

乱
らん

させようとす
る人

ひと

がいるかもしれません。イエスさまが苦
くる

しんだように、イエスさまに従
したが

う人
ひと

た
ちも苦

くる

しむことがあるでしょう。」
パウロは、新

あら

たにクリスチャンとなったテサロニケの人
ひと

々
びと

が、問
もん

題
だい

に直
ちょく

面
めん

しなが
らもしっかりと信

しん

仰
こう

を守
まも

ったことに、感
かん

動
どう

しています。そして、「神
かみ

さまが望
のぞ

む生
い

き
かたをしなさい。貧

まず

しい人
ひと

々
びと

の世
せ

話
わ

ができるよう、いっしょうけんめい働
はたら

きなさい」
と、はげましています。
テサロニケの人

ひと

々
びと

へのさいしょの手
て

紙
がみ

で、パウロは祈
いの

っています。
「どうか神

かみ

さまによって、あなたたちがたがいに愛
あい

しあい、すべての人
ひと

を愛
あい

します
ように。その愛

あい

がどんどん大
おお

きくなって、満
み

ちあふれますように。あなたたちの心
こころ

が強
つよ

められ、イエスさまがふたたび、わたしたちのもとへもどってくるとき、神
かみ

さま
の前

まえ

で、とがめられることがありませんように。」
テサロニケの人

ひと

々
びと

は、いつかイエスさまがもどってくると知
し

っていました。けれど
も、ひとつ心

しん

配
ぱい

なことがありました。すでに死
し

んでしまった人
ひと

はどうなるのでしょう。
死
し

んでしまった人
ひと

は、どうしたらイエスさまといっしょに生
い

きられるのでしょうか。
パウロは、人

ひと

々
びと

をなぐさめました。イエスさまがもどってくるときには、イエスさま
を信

しん

じたすべての人
ひと

々
びと

が死
し

からよみがえり、神
かみ

さまの新
あたら

しい世
せ

界
かい

で生
い

きることが
できます。
イエスさまがいつもどってくるのかは、だれも知

し

りません。だからいつも備
そな

えてお
かなければなりません。今

いま

このしゅんかんにイエスさまがもどってきてもよいように、
正
ただ

しく生
い

きなければならないのです。

愛
あい

と希
き

望
ぼう

の教
おし

え

「クリスチャンの愛
あい
とは」

254ページ

聖
せい
書
しょ
のここに

書
か
かれているよ

テサロニケの信
しん

徒
と

への
手
て

紙
がみ

一
いち

この物
もの
語
がたり
と関
かん
係
けい
があるよ

こちらも読
よ
んでみよう！

神
さ
ま
の
物
語 

新
約
編

124

神
さ
ま
の
物
語 

旧
約
編

神
しん

殿
でん

は再
さい

建
けん

されました。それではいったいいつ、神
かみ

さまはもどってくるのでしょ
う。
「いつになったら、神

かみ

さまの栄
えい

光
こう

をもういちど見
み

ることができるのだろう。」
人
ひと

々
びと

は口
くち

々
ぐち

にたずねました。
「それは、力

ちから

や権
けん

力
りょく

ではなく、わたしの霊
れい

によって実
じつ

現
げん

する。」
預
よ

言
げん

者
しゃ

ゼカリヤは、神
かみ

さまの言
こと

葉
ば

をみんなに伝
つた

え、神
かみ

さまはかならずもどっ
てくると告

つ

げました。
けれども神

しん

殿
でん

の祭
さい

司
し

たちは、しだいに待
ま

つのにあきてしまいました。
「神

かみ

さまがもどってこないのに、わざわざ動
どう

物
ぶつ

をささげる必
ひつ

要
よう

があるだろうか。」
預
よ

言
げん

者
しゃ

マラキは祭
さい

司
し

たちにきっぱりと告
つ

げました。
「いつの日

ひ

か、全
ぜん

世
せ

界
かい

が神
かみ

さまを礼
れい

拝
はい

するときがきます。ですから、今
いま

はきち
んと動

どう

物
ぶつ

をささげて礼
れい

拝
はい

しなければなりません。」
　マラキはまた、ユダヤの男

おとこ

たちに、「ユダヤ人
じん

の妻
つま

を追
お

いだして、ほかの国
くに

から妻
つま

をむかえてはならない」と警
けい

告
こく

しました。ユダヤ人
じん

は、神
かみ

さまのとくべつ
な民

たみ

だからです。神
かみ

さまは、ご自
じ

分
ぶん

の民
たみ

のところへもどり、いっしょに住
す

む日
ひ

のために、使
つか

いを送
おく

って道
みち

を整
ととの

えようとしていました。
その日

ひ

のために、人
ひと

々
びと

もまた、備
そな

えをする必
ひつ

要
よう

がありました。

神
かみ

さまはいつもどってくるの

「洗
せん
礼
れい
を受

う
けるイエスさま」「エルサレムに入

はい
る」

148ページ 196ページ

この物
もの
語
がたり
と関
かん
係
けい
があるよ

こちらも読
よ
んでみよう！

聖
せい
書
しょ
のここに

書
か
かれているよ

ゼカリヤ書
しょ

4 章
しょう

マラキ書
しょ

N・T・ライトによる
子どもから大人まで

楽しめる
聖書物語
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創世記からヨハ
ネの黙示録まで、140のお話と絵でたどる、旧約聖書・新約聖書の世

界

わたしの聖書物語
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天地265×左右215mm
296頁　厚さ24mm
3,960（3,600+税）円
ISBN978-4-8202-9288-3

ハードカバー

黙想シリーズ
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聖書協会共同訳 総ルビ付き × English Standard Version
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A6判　480頁　
5,500（5,000+税）円
ISBN978-4-8202-3255-1

小型新約聖書
SI 240
文字の大きさ7ポイント
厚さ14mm
A6判　480頁　
550（500+税）円
ISBN978-4-8202-3254-4
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紙装

紙装・ジャケット掛け
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聖書の読み方ガイド 30枚入り 
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文庫本スタイルの新約聖書。お
求めやすい価格で、新約聖書を
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日々の黙想 366日で読む聖書
天地175×左右110㎜　416頁　
2,640（2,400+税）円
ISBN978-4-8202-9289-0
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聖書を全部読む自信がない人に
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聖書の本文を選りすぐって掲載。
1年間で聖書全体に目を通すことが
できます。

人気クリスチャン作家による
短くシンプルなメッセージに
聖書のエッセンスがぎゅっと
詰まっています。 聖書を和英対照で読み味わうことができます。

日本語は、2018年12月発行のカトリック教
会とプロテスタント諸教会の翻訳者による最
新の共同訳『聖書  聖書協会共同訳』。
英語は、ジェームズ王欽定訳の流れを汲み、
現在アメリカで最も読まれている『英語標準
訳』（English Standard Version）。

英国の著名な神学者N・T・ライトが贈る今までにない聖書物語。
創世記からヨハネの黙示録までのそれぞれの小さな物語がひとつの大
きな物語——すべてを正しい姿にもどし、天と地をひとつにするとい
う神さまの大いなる計画——を織りなしています。
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